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町職員人事異動
物産探訪

●カツオ
●愛南ゴールド

表紙写真：カツオの水揚げ
魚槽から手渡しリレーで水揚げされるカツオ

①水揚げされたカツオを仕分ける漁協職員　②カツオはすぐに競りにかけ
られます　③競り落とされたカツオは、その場で箱詰めされ鮮度を保った
まま地元のスーパーや飲食店、全国の市場に発送されます
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　5月19日は、白井義男が日本初の
ボクシングチャンピオンになったこ
とを記念して、ボクシングの日に制定
されたそうである。
　海のボクサーと言えば、モンハナ
ジャコである。強烈なパンチを繰り出
して、カニやエビの甲羅を砕いて食べ
てしまう。時にはアサリの硬い貝殻さ
えも砕いてしまう。強烈なパンチは、
胸の下に折りたたまれたハンマーの
ような前足（写真の○印）を勢いよく
伸ばすことにより繰り出される。
　寿司ネタとしても知られるシャコ
の仲間で、体長は15㎝ほど。派手な
色彩は、海の中でもよく目立つ。サン
ゴや貝殻を集めて、両側に出入り口の
ある巣穴を作って住んでいる。動きは
素早く、獲物を探して海底を滑るよう
に泳ぎ回っている。
　5㎝ほどのかわいい子供を見つけ
たので手を出したとたんに「パチ
ン」。水中に響く音と共に指先に衝撃
が走った。小さくてもボクサーはボク
サー、うかつに手を出さないほうがよ
さそうである
（撮影地 :鹿島） 

愛南サンゴを守る会 西尾知
ともてる

照

本日!海日和!!  vol.78
「海のボクサー」

モンハナジャコ（紋華シャコ）

　町内の小学校で活用してもらおうと JAえひめ南信
用部から町教育委員会に補助教材本「農業とわたした
ちのくらし」とDVDが贈られました。
　これは、子どもたちに食と環境や農業への理解を深
めてもらおうと JAバンクが実施している事業の一環
で、平成20年度から続けられています。
　中村維

まさ

伯
のり

教育
長は「愛南町は、
第一次産業が基
幹産業。いただ
いた教材を有効
に活用したい」
と謝辞を述べま
した。

3/

27 農業や食への理解深めて

　京都産業大学軟式野球部が、3月26日から30日ま
での間、南レク城辺公園野球場で春期合宿を行いまし
た。同部が愛南町で合宿をするのは初めてのことです。
　3月27日には、清水雅

まさ

文
ふみ

町長が来町のお礼と激励
のためにグラウンドを訪れ、記念品として愛南町産の
デコポンを贈呈しました。
　井上智

とも

也
や

主将は「今回の合宿では守備の強化とチー
ム力の向上を図りたい。愛南町は暖かく、練習に専念
できる環境が整っている。8月に開催される全国大会
への出場を目指して頑張りたい」と抱負を述べました。

3/

27
全国大会出場を目指して
愛南町で合宿

記念品を受け取る井上智
とも

也
や

主将

JA えひめ南 埜々下義久常務理事（写真左）から補助教材本
が贈呈されました
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　南宇和カラオケ愛好会（会長 所谷徳
のり

行
ゆき

さん）
主催の「第50回福祉チャリティー歌舞踊発
表会」が3月2日㈭に御荘文化センターで開
催されました。今回はこれまで以上に多くの
人が来場し、集まった募金が町社会福祉協議
会に寄附されました。所谷会長は「カラオケ
で地域に貢献したいとの思いで続けている」
と話しました。社会福祉協議会では、この寄
附金を地域福祉活動に活用する予定としてい
ます。

4/

3 カラオケで福祉活動に寄附

寄附金を贈呈する南宇和カラオケ愛好会の所谷会長（写真左）

　愛南町では初めてとなる地域おこし協力隊員に
森裕

ひろ

之
ゆき

さんが決定し、清水雅
まさ

文
ふみ

町長から委嘱状が
交付されました。
　地域おこし協力隊は、都市地域から人材を受け
入れ、地域おこしの支援や地域の協力活動を行っ
てもらいながら、地域への定住・定着を図ること
で地域の活性化につなげようという取り組みです。
　森さんは、横浜市出身。今後、緑地域に活動の
拠点をおいて、地域の特性を活かした産業振興な
ど、支援活動を行っていきます。

4/

3 地域おこし協力隊員が活動を開始

初代「愛南町地域おこし
協力隊員」として活動を
開始した森裕

ひろ

之
ゆき

さん

　町内14の小学校で入学式が行われ、新入
生125名が新たに小学校に入学しました。
　城辺小学校では34名の新入生が入学式を
迎えました。上級生や来賓、保護者が見守る
なか、緊張した表情で体育館に入場した子ど
もたちでしたが、担任の先生に名前を呼ばれ
ると、元気よく「はいっ」と返事をすること
ができました。
　10日から11日にかけて町内の5つの中学
校でも入学式が行われ、158名が中学校生活
をスタートさせました。

4/

10 町内の小中学校で入学式

新入生を代表して木原要
よう

子
こ

校長から教科書を受け取る稲垣あゆみさん
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こ
の
春
、
新
し
い
生
活
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
愛
南
町
役
場
に
も
13
人

の
新
規
採
用
職
員
が
入
職
し
ま
し
た
。

　

４
月
３
日
の
辞
令
交
付
式
で
清
水

雅ま
さ

文ふ
み

町
長
か
ら
辞
令
を
受
け
取
り
、

「
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
喜
ば
れ
満
足

し
て
い
た
だ
け
る
公
務
員
と
し
て
、

役
場
に
新
風
を
吹
か
せ
て
く
だ
さ

い
」
と
訓
示
を
受
け
、
配
属
さ
れ
た

職
場
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

　

新
規
採
用
職
員
は
、
ま
だ
ま
だ
未

熟
で
す
が
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ワ
ー
で

町
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
が
ん
ば
り

ま
す
！

愛
南
町
役
場
に

新
規
採
用
職
員
13
人

総
勢
１
５
３
名
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
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町
職
員
の
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

次
の
と
お
り
、
４
月
１
日
付
け
で
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
敬
称
略
、
氏
名
の
前
の
○
は
昇
格
）

新
　
　
　
任

旧
　
　
　
任

氏
　
名

【
課
長
級
】

建
設
課　

課
長

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

所
長

　

近
田 

正
二

保
健
福
祉
課　

課
長

(

兼)

御
荘
夢
創
造
館
長

学
校
教
育
課　

課
長

　

濵
田 
庄
司

御
荘
保
育
所　

所
長

一
本
松
保
育
所　

所
長

(

兼)

緑
保
育
所
長

　

濵
田 

悦
子

城
辺
保
育
所　

所
長

御
荘
保
育
所　

所
長

　

濵
田 

妙
美

一
本
松
保
育
所　

所
長

(

兼)

緑
保
育
所
長

緑
保
育
所　

所
長
補
佐

○
和
泉 

佳
代

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘　

施
設
長

高
齢
者
支
援
課　

課
長
補
佐

(

兼)

介
護
保
険
係
長

○
清
家 

寛
大

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー　

所
長

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー　

所
長
補
佐

(

兼)

管
理
事
業
係
長

○
鈴
木 

修

国
保
一
本
松
病
院　

事
務
長

内
海
公
民
館　

課
長
補
佐

(

兼)

管
理
事
業
係
長

○
長
田 

岩
喜

内
海
支
所　

支
所
長

(

併)

内
海
公
民
館
長

保
健
福
祉
課　

課
長

(

兼)

御
荘
夢
創
造
館
長

　

西
口 

源
一

西
海
支
所　

支
所
長

(

兼)

安
全
統
括
管
理
者　

(

併)

西
海
公
民
館
長

建
設
課　

課
長
補
佐

(

兼)

工
務
係
長

○
吉
田 

潤
一

学
校
教
育
課　

課
長

建
設
課　

課
長
補
佐

(

兼)

管
理
係
長

○
浜
田 

雅
浩

あ
い
な
ん
幼
稚
園　

園
長

あ
い
な
ん
幼
稚
園　

園
長
補
佐

○
上
原 

京
子

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

所
長

建
設
課　

課
長

　

松
本 

盛
男

城
辺
公
民
館　

館
長

国
保
一
本
松
病
院　

事
務
長

　

吉
田 

英
史

生
涯
学
習
課
人
権
啓
発
室　

室
長

深
浦
公
民
館　

課
長
補
佐

(

兼)

管
理
事
業
係
長

○
金
澤 

貴

消
防
本
部　

消
防
長

防
災
対
策
課　

課
長

○
若
林 

弘
武

消
防
本
部
庶
務
課　

課
長

消
防
署 

第
３
小
隊　

署
長
補
佐

○
平
田 

弘

消
防
署　

署
長

(

兼)

第
１
小
隊

消
防
署 

第
２
小
隊　

署
長
補
佐

○
長
岡 

寛
一

防
災
対
策
課　

課
長

消
防
本
部
庶
務
課　

課
長
補
佐

(

兼)

予
防
係
長

○
藤
井 

裕
久

【
課
長
補
佐
級
】

企
画
財
政
課　

課
長
補
佐

(

兼)

企
画
調
整
係
長

緑
公
民
館　

課
長
補
佐

(

兼)

僧
都
公
民
館

　

飯
田 

英
功

町
民
課　

課
長
補
佐

(

兼)

保
険
医
療
係
長

企
画
財
政
課　

係
長

(

兼)

新
庁
舎
建
設
・
企
画
調
整
係
長

○
土
居 

章
二

農
林
課　

課
長
補
佐

(

兼)

農
地
整
備
係
長

商
工
観
光
課　

課
長
補
佐

(

兼)

商
工
観
光
係
長

　

山
本 

正
文

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

所
長
補
佐

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

所
長
補
佐

(

兼)

介
護
支
援
係
長

　

猪
野 

博
基

水
産
課　

課
長
補
佐

(

兼)

水
産
振
興
係
長

総
務
課　

課
長
補
佐

(

兼)

行
政
係
長

　

濵 

哲
也

商
工
観
光
課　

課
長
補
佐

(

兼)

商
工
観
光
係
長

環
境
衛
生
課　

課
長
補
佐

(

兼)

環
境
衛
生
係
長

　

山
岡 

強

商
工
観
光
課　

課
長
補
佐

(

兼)

商
工
観
光
係
長

商
工
観
光
課　

係
長

(

兼)

商
工
業
振
興
係
長

○
横
山 

修
治

建
設
課　

課
長
補
佐

(

兼)

管
理
係
長

高
齢
者
支
援
課　

課
長
補
佐

(

兼)

高
齢
者
支
援
係
長

　

伊
田 

光
洋

建
設
課　

課
長
補
佐

(

兼)

工
務
係
長

生
涯
学
習
課
人
権
啓
発
室　

室
長
補
佐

(

兼)

人
権
・
同
和
教
育
啓
発
係
長

　

吉
本 

忠
司

保
健
福
祉
課　

課
長
補
佐

(

兼)

健
康
増
進
係
長

保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係　

主
任
栄
養
士

○
清
水 

緩
美

保
健
福
祉
課　

課
長
補
佐

(
兼)

健
康
増
進
係
長

保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係　

主
任
栄
養
士

○
溝
垣 

有
里

柏
保
育
所　

所
長
補
佐

(

兼)
家
串
保
育
所

長
崎
保
育
所　

所
長
補
佐

(

兼)

長
月
保
育
所

　

小
川 

弥
生

家
串
保
育
所　

所
長
補
佐

柏
保
育
所　

所
長
補
佐

(

兼)

家
串
保
育
所

　

山
口 

恵
里
子

御
荘
保
育
所　

所
長
補
佐

城
辺
保
育
所　

所
長
補
佐

　

竹
中 

千
佐
子

長
月
保
育
所　

所
長
補
佐

御
荘
保
育
所　

主
任
保
育
士

○
三
堂 

鏡
花

長
崎
保
育
所　

所
長
補
佐

(

兼)

長
月
保
育
所

家
串
保
育
所　

所
長
補
佐

　

木
下 

勝
美

城
辺
保
育
所　

所
長
補
佐

長
月
保
育
所　

所
長
補
佐

　

田
手 

浩
子

緑
保
育
所　

所
長
補
佐

一
本
松
保
育
所　

所
長
補
佐

　

吉
田 

美
紗
賀

一
本
松
保
育
所　

所
長
補
佐

(

兼)

緑
保
育
所

御
荘
保
育
所　

所
長
補
佐

　

市
川 

久
美

辞令交付式で宣誓書を読み上げる吉田雅
まさ

俊
とし

主事

新規採用の消防職員。左から高田竜
りゅう

生
せ い

主事、竹川翔
しょうた

汰主事、
柳原志

し

保
ほ

主事。柳原主事は愛南町で初めての女性消防職員です
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

所
長
補
佐

(
兼)

介
護
支
援
係
長

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

所
長
補
佐

　

尾
﨑 

弘
典

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

所
長
補
佐

(
兼)
介
護
支
援
係
長

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

係
長

(

兼)

介
護
支
援
係
長

○
土
居 

純
子

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

所
長
補
佐

(

兼)

介
護
支
援
係
長

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

主
任
保
健
師

(

兼)

介
護
支
援
係
長

○
坂
本 

涼

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘　

課
長
補
佐

(

兼)

管
理
事
業
係
長

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘　

主
任
支
援
員

○
菊
地 

栄
美

環
境
衛
生
課　

課
長
補
佐

(

兼)

環
境
衛
生
係
長

御
荘
霊
苑　

課
長
補
佐

(

兼)

管
理
事
業
係
長

　

米
澤 

裕
二

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー　

課
長
補
佐

(

兼)

管
理
事
業
係
長

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー 

管
理
事
業
係　

係
長

○
都
築 

武
仁

御
荘
霊
苑　

課
長
補
佐

(

兼)

管
理
事
業
係
長

中
浦
公
民
館　

課
長
補
佐

(

兼)

管
理
事
業
係
長

　

青
木 

貴

あ
い
な
ん
幼
稚
園　

園
長
補
佐

一
本
松
保
育
所　

主
任
保
育
士

○
関
根 

恵
美

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

課
長
補
佐
兼
運
転
手

(

兼)

管
理
事
業
係
長

東
海
公
民
館　

課
長
補
佐

(

兼)

管
理
事
業
係
長

　

山
本 

一
久

生
涯
学
習
課　

課
長
補
佐

(

兼)

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長

生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係　

係
長

○
清
水 

良
一

生
涯
学
習
課　

課
長
補
佐

(

兼)

社
会
教
育
係
長

西
海
公
民
館　

課
長
補
佐

(

兼)
管
理
事
業
係
長

　

守
口 

庸
夫

中
浦
公
民
館　

課
長
補
佐

(

兼)

赤
水
公
民
館

農
林
課　

課
長
補
佐

(

兼)

農
地
整
備
係
長

　

小
埜
山 

武
士

城
辺
公
民
館　

課
長
補
佐

(

兼)

管
理
事
業
係
長

議
会
事
務
局 

議
会
事
務
係　

係
長

○
小
川 

加
奈

深
浦
公
民
館　

課
長
補
佐

(

兼)

管
理
事
業
係
長

城
辺
公
民
館　

課
長
補
佐

(

兼)

管
理
事
業
係
長

　

田
中 

俊
行

緑
公
民
館　

課
長
補
佐

(

兼)

僧
都
公
民
館

平
城
公
民
館　

課
長
補
佐

(

兼)

管
理
事
業
係
長

　

濵
田 

和
洋

一
本
松
公
民
館　

課
長
補
佐

(

兼)

管
理
事
業
係
長

一
本
松
支
所　

課
長
補
佐

(

兼)

住
民
福
祉
係
長

　

池
田 

志
保

生
涯
学
習
課
人
権
啓
発
室　

室
長
補
佐

(

兼)

人
権
・
同
和
教
育
啓
発
係
長

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー　

所
長
補
佐

(

兼)

管
理
事
業
係
長

　

島
内 

一
男

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー　

所
長
補
佐

(

兼)

管
理
事
業
係
長

西
海
支
所 

環
境
観
光
係
長　

係
長

○
吉
田 

秀
彦

消
防
署 

第
１
小
隊　

小
隊
長

(

兼)

消
防
係
長

消
防
署 

第
２
小
隊　

小
隊
長

(

兼)

消
防
係
長

　

保
田 
耕
作

消
防
署 

第
２
小
隊　

署
長
補
佐

(

兼)

警
防
係
長

消
防
署 

第
１
小
隊　

署
長
補
佐

　

大
戸 

孝
一

消
防
署 

第
２
小
隊　

小
隊
長

(

兼)

消
防
係
長

消
防
署 

第
３
小
隊　

小
隊
長

(

兼)

消
防
係
長

　

森
岡 

辰
也

消
防
署 

第
３
小
隊　

小
隊
長

(

兼)

消
防
係
長

消
防
署 

第
１
小
隊　

小
隊
長

(

兼)

消
防
係
長

　

中
平 

英
治

廃
棄
物
対
策
課　

課
長
補
佐

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合 

派
遣

廃
棄
物
対
策
課　

係
長

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合 

派
遣

○
田
下 

弘
之

【
係
長
級
】

議
会
事
務
局 

議
会
事
務
係　

係
長

町
民
課 

保
険
医
療
係　

係
長

　

小
松 

一
恵

総
務
課 

行
政
係　

係
長

水
産
課 

水
産
振
興
係　

係
長

　

上
田 

耕
平

総
務
課 

地
域
情
報
・
電
算
係　

係
長

総
務
課　

主
査

○
澤
近 

良

総
務
課 

地
域
情
報
・
電
算
係　

係
長

総
務
課　

主
査

○
脇
田 

弘
樹

税
務
課 

資
産
税
係　

係
長

税
務
課　

主
査

○
蓮
田 

修
平

町
民
課 

住
民
係　

係
長

内
海
支
所　

主
査

○
中
川 

三
恵
子

農
林
課 

農
業
振
興
係　

係
長

一
本
松
支
所 

環
境
観
光
係　

係
長

　

大
森 

安
洋

水
産
課 

水
産
維
持
係　

係
長

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー　

主
査

○
西
川 

義
照

建
設
課 

工
務
係　

係
長

(

兼)

内
海
用
地
交
渉
担
当

建
設
課 

工
務
係　

係
長

　

藤
田 

有
紀

建
設
課 

維
持
係　

係
長

保
健
福
祉
課 

障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
係　

係
長
　

越
智
田 

耕
平

保
健
福
祉
課 

障
が
い
者
福
祉
係　

係
長

商
工
観
光
課　

主
査

○
清
家 

康
弘

保
健
福
祉
課 

障
が
い
者
福
祉
係　

係
長

内
海
支
所 

住
民
福
祉
係　

係
長

　

浜
田 

晶
子

保
健
福
祉
課 

社
会
福
祉
係　

係
長

総
務
課 

管
財
係　

係
長

　

畑
田 

博
光

保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係　

主
任
保
健
師

保
健
福
祉
課　

上
級
保
健
師

○
石
井 

ゆ
か
り

保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係　

主
任
保
健
師

保
健
福
祉
課　

上
級
保
健
師

○
長
田 

亜
紀

御
荘
保
育
所　

主
任
保
育
士

城
辺
保
育
所　

主
任
保
育
士

　

松
藤 

千
秋

御
荘
保
育
所　

主
任
保
育
士

一
本
松
保
育
所　

主
任
保
育
士

　

入
江 

緑

城
辺
保
育
所　

主
任
保
育
士

御
荘
保
育
所　

主
任
保
育
士

　

前
田 

麻
子

城
辺
保
育
所　

主
任
保
育
士

御
荘
保
育
所　

主
任
保
育
士

　

松
岡 

恵
利
子

一
本
松
保
育
所　

主
任
保
育
士

城
辺
保
育
所　

主
任
保
育
士

　

中
尾 

千

高
齢
者
支
援
課 

介
護
保
険
係　

係
長

建
設
課 

維
持
係　

係
長

　

吉
田 

直
喜

高
齢
者
支
援
課 

介
護
保
険
係　

係
長

水
産
課 

管
理
係　

係
長

　

岡
田 

恵
三

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

介
護
支
援
係　

主
任
保
健
師

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

上
級
保
健
師

○
池
田 

奈
々

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘　

主
任
支
援
員

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘　

上
級
支
援
員

○
今
村 

真
樹

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー 

管
理
事
業
係　

係
長

大
森
文
化
会
館 

管
理
事
業
係　

係
長

　

上
原 

廣
治

国
保
一
本
松
病
院
附
属
内
海
診
療
所 

庶
務
係　

係
長

国
保
一
本
松
病
院
附
属
内
海
診
療
所　

主
査

○
田
中 

香
穂
理

水
道
課 

庶
務
係　

係
長

消
防
本
部
庶
務
課 

消
防
団
係　

係
長

　

桑
原 

真
也

水
道
課 

配
水
係　

係
長

水
道
課　

主
査

○
蕨
岡 

努

内
海
支
所 

環
境
観
光
係　

係
長

水
道
課 

簡
易
水
道
係　

係
長

　

和
家 

祐
二

御
荘
支
所 

産
業
建
設
係　

係
長

御
荘
支
所　

主
査

○
大
戸 

譲

一
本
松
支
所 

住
民
福
祉
係　

係
長

保
健
福
祉
課　

主
査

○
松
浦 

美
千
穂

一
本
松
支
所 

住
民
福
祉
係　

係
長

一
本
松
支
所　

主
査

○
山
本 

裕
子

一
本
松
支
所 

環
境
観
光
係　

係
長

一
本
松
公
民
館 

管
理
事
業
係　

係
長

　

小
松 

幹
明

西
海
支
所 

住
民
福
祉
係　

係
長

西
海
公
民
館 

管
理
事
業
係　

係
長

　

山
本 

恵

西
海
支
所 

環
境
観
光
係　

係
長

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
係　

係
長

　

小
澤 

豊

学
校
教
育
課 

施
設
係　

係
長

農
林
課 

農
業
振
興
係　

係
長

　

西
田 

順
哉

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
係　

係
長

御
荘
夢
創
造
館　

主
査

○
福
原 

晶
子

生
涯
学
習
課 

文
化
振
興
係　

係
長

生
涯
学
習
課　

主
査

○
松
本 

安
紀
彦

平
城
公
民
館　

係
長

(
兼)

長
月
公
民
館

環
境
衛
生
課 

環
境
衛
生
係　

係
長

　

前
田 

和
紀

久
良
公
民
館 

管
理
事
業
係　

係
長

学
校
教
育
課 

施
設
係　

係
長

　

山
口 

秀
一

東
海
公
民
館 

管
理
事
業
係　

係
長

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー 

管
理
事
業
係　

係
長
　

宮
下 

智
行

西
海
公
民
館 

管
理
事
業
係　

係
長

保
健
福
祉
課 

社
会
福
祉
係　

係
長

　

清
水 

貴
光

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー 

管
理
事
業
係　

係
長

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー　

主
査

○
尾
﨑 

光
弘

消
防
本
部
庶
務
課 
消
防
団
係　

係
長

長
月
公
民
館　

係
長

(

兼)

赤
水
公
民
館

　

尾
上 

雅
巳

消
防
署 

第
１
小
隊(
救
急
係)　

係
長

消
防
署 

第
３
小
隊(

救
急
係)　

係
長

　

橋
岡 

政
明

消
防
署 

第
２
小
隊(

救
急
係)　

係
長

消
防
署 

第
１
小
隊(

救
急
係)　

係
長

　

橋
本 

昌
也

消
防
署 

第
３
小
隊(

救
急
係)　

係
長

消
防
署 

通
信
係(

第
２
小
隊)　

係
長

　

清
家 

康
之

消
防
署 

通
信
係(

第
２
小
隊)　

係
長

消
防
署 

通
信
係(

第
３
小
隊)　

係
長

　

濵
野 

知
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一
般
職
】

総
務
課　

主
事

生
涯
学
習
課　

主
事

武
久
加
奈

総
務
課　

主
事

町
民
課　

主
事

河
野
健
太
朗

総
務
課
愛
媛
県
派
遣　

主
査

農
林
課　

主
査

松
﨑
博
文

総
務
課
後
期
高
齢
者
広
域
連
合
派
遣　

主
事

税
務
課　

主
事

木
下
貴
之

総
務
課
え
ひ
め
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
派
遣　

主
事

農
林
課　

主
事

吉
田
一
登

企
画
財
政
課　

主
事

税
務
課　

主
事

山
本
裕
二

税
務
課　

主
事

水
産
課　

主
事

加
藤
健
太
郎

税
務
課　

主
査

町
民
課　

主
査

藤
本
光
代

町
民
課　

主
事

学
校
教
育
課　

主
事

鱒
将
吾

農
林
課　

主
査

企
画
財
政
課　

主
査

松
田
純
一

水
産
課　

主
事

高
齢
者
支
援
課　

主
事

田
中
雅
宏

建
設
課　

主
査

水
道
課　

主
査

西
田
季
史

保
健
福
祉
課　

主
査

水
産
課　

主
査

湯
浅
良
彦

保
健
福
祉
課　

主
事

総
務
課　

主
事

助
村
真
意

御
荘
保
育
所　

保
育
士

城
辺
保
育
所　

保
育
士

大
野
彩
華

城
辺
保
育
所　

上
級
保
育
士

御
荘
保
育
所　

上
級
保
育
士

越
智
田
美
記

一
本
松
保
育
所　

上
級
保
育
士

御
荘
保
育
所　

上
級
保
育
士

平
岡
恵

御
荘
夢
創
造
館　

主
査

商
工
観
光
課　

主
査

沖
野
恵
子

高
齢
者
支
援
課　

主
査

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘　

上
級
生
活
相
談
員
　

中
島
愛

内
海
支
所　

主
査

内
海
公
民
館　

主
査

川
本
由
香

学
校
教
育
課　

主
事

総
務
課　

主
事

猪
野
大
輔

西
海
公
民
館　

主
査

西
海
支
所　

主
査

益
田
智
美

大
森
文
化
会
館　

主
査

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

主
査

二
神
裕
暁

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー　

主
事

保
健
福
祉
課　

主
事

山
上
和
嘉
子

消
防
署
第
１
小
隊(

指
導
係)　

主
査

消
防
署
第
３
小
隊(

指
導
係)　

主
査

増
元
貞
紀

消
防
署
第
１
小
隊(

指
導
係)　

主
事

消
防
署
第
３
小
隊(

消
防
係)　

主
事

成
宮
拓
洋

消
防
署
第
１
小
隊(

消
防
係)　

主
事

消
防
署
第
２
小
隊(

消
防
係)　

主
事

池
田
海
斗

消
防
署
第
１
小
隊(

消
防
係)　

主
事

消
防
署
第
２
小
隊(

消
防
係)　

主
事

菊
池
宇
紘

消
防
署
第
１
小
隊(

救
急
係)　

主
査

消
防
署
第
３
小
隊(

救
急
係)　

主
査

平
野
悦
史

消
防
署
第
２
小
隊(

指
導
係)　

主
事

消
防
署
第
３
小
隊(

指
導
係)　

主
事

土
居
秀
人

消
防
署
第
２
小
隊(

指
導
係)　

主
事

消
防
署
第
１
小
隊(

消
防
係)　

主
事

德
永
一
真

消
防
署
第
２
小
隊(

消
防
係)　

主
事

消
防
署
第
１
小
隊(

消
防
係)　

主
事

田
渕
雄
斗

消
防
署
第
３
小
隊(

消
防
係)　

主
査

消
防
署
第
１
小
隊(

指
導
係)　

主
査

桑
山
義
央

消
防
署
第
３
小
隊(

指
導
係)　

主
査

消
防
署
第
２
小
隊(

指
導
係)　

主
査

山
本

徹

消
防
署
第
３
小
隊(

指
導
係)　

主
事

消
防
署
第
１
小
隊(

指
導
係)　

主
事

大
塚
祐
矢

消
防
署
第
３
小
隊(

救
急
係)　

主
査

消
防
署
第
１
小
隊(

救
急
係)　

主
査

清
家
克
己

消
防
署
通
信
係(

第
２
小
隊)　

主
事

消
防
署
第
２
小
隊(

指
導
係)　

主
事

二
宮
亮
輔

消
防
署
通
信
係(

第
３
小
隊)　

主
査

消
防
署
通
信
係(

第
２
小
隊)　

主
査

松
平
貴

【
技
能
労
務
職
】

柏
保
育
所　

調
理
員

城
辺
保
育
所　

調
理
員

三
好
義
子

御
荘
保
育
所
柏
・
家
串
保
育
所
兼
務　

調
理
員

御
荘
保
育
所　

調
理
員

溝
端
多
惠

城
辺
小
学
校　

用
務
員

船
越
小
学
校　

用
務
員

河
野
り
あ

一
本
松
小
学
校　

用
務
員

一
本
松
中
学
校　

用
務
員

濵
真
由
美

一
本
松
小
学
校　

用
務
員

久
良
小
学
校　

用
務
員

垣
本
壽
子　

平
成
29
年
４
月
１
日
付
け
正
規
職
員
新
規
採
用
者

所

属

役

職

氏

名

国
保
一
本
松
病
院
附
属
内
海
診
療
所

所
長

兵
頭
和
樹

税
務
課

主
事

吉
田
雅
俊

農
林
課

主
事

小
松
功
大

商
工
観
光
課

主
事

本
田
美
紀

御
荘
保
育
所

保
育
士

武
田
美
晴

長
崎
保
育
所

保
育
士

杉
浦
明
日
香

一
本
松
保
育
所

保
育
士

小
八
木
優
美

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉
士

藥
師
寺
咲
衣

環
境
衛
生
課

主
事

横
前
秀
樹

国
保
一
本
松
病
院

看
護
師

髙
森
一
矢

消
防
本
部
庶
務
課
付

主
事

竹
川
翔
汰

消
防
本
部
庶
務
課
付

主
事

柳
原
志
保

消
防
本
部
庶
務
課
付

主
事

高
田
竜
生

平
成
29
年
３
月
31
日
付
け
正
規
職
員
退
職
者

所

属

役

職

氏

名

消
防
本
部

消
防
長

増
田
智
彦

城
辺
保
育
所

所
長

田
村
洋
美

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘

施
設
長

高
江
学

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

所
長

中
尾
勝
彦

内
海
支
所

支
所
長

木
網
玄
樹

西
海
支
所

支
所
長

吉
田
仁

消
防
本
部
庶
務
課

課
長

猪
野
仁
武

消
防
署

署
長

山
本
祐
二

あ
い
な
ん
幼
稚
園

園
長

田
村
年
子

城
辺
公
民
館

館
長

近
藤
一
弘

生
涯
学
習
課
人
権
啓
発
室

室
長

荒
谷
栄
次

城
辺
保
育
所

所
長
補
佐

尾
崎
鈴
代

一
本
松
保
育
所

所
長
補
佐

大
本
敦
子

久
良
公
民
館

課
長
補
佐

宮
﨑
茂

消
防
署

主
事

水
尾
大
輝

国
保
一
本
松
病
院

准
看
護
師

寳
田
博
子

城
辺
小
学
校

用
務
員

田
村
佐
賀
美

一
本
松
小
学
校

用
務
員

安
岡
や
え
き

福
浦
小
学
校

用
務
員

中
野
愛
弓

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

管
理
人

楠
木
満
子

国
保
一
本
松
病
院
附
属
内
海
診
療
所

所
長

嶋
本
純
也
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小
学
校
教
職
員

新
任
校

前
任
校

氏
　
名

校
長
の
部

家
串
小

一
本
松
小

○
飯
田 

豊
一

緑
小

西
条
市
田
野
小

　

安
岡 

宏
次

僧
都
小

西
予
市
明
間
小

○
西
川 

浩
司

久
良
小

柏
小

○
田
中 

昭
宏

東
海
小

城
辺
小

○
清
水 

二
十
志

船
越
小

平
城
小

○
西 

邦
彦

宇
和
島
市
天
神
小

家
串
小

　

中
川 

裕
輔

八
幡
浜
市
江
戸
岡
小

僧
都
小

　

冨
長 

清
志

教
頭
の
部

柏
小

西
予
市
野
村
小

○
井
関 

修
三

平
城
小

内
海
中

　

幸
田 

健
一

長
月
小

和
霊
小

○
増
田 

元
徳

城
辺
小

福
浦
小

　

若
松 

隆
仁

緑
小

篠
山
小

　

西
平 
千
恵
子

一
本
松
小

城
辺
小

○
上
田 

城
生

福
浦
小

平
城
小

○
德
田 

真

篠
山
小

八
幡
浜
市
神
山
小

○
木
村 

良
太

主
幹
教
諭
の
部

城
辺
小

一
本
松
小

○
原
田 

亮

教
諭
の
部

家
串
小

城
辺
小

　

澤
近 

恭
子

柏
小

宇
和
島
市
鶴
島
小

　

中
川 

美
惠

平
城
小

僧
都
小

　

得
能 

健
二

平
城
小

御
荘
中

　

吉
村 

智
生

平
城
小

船
越
小

　

清
水 

美
和

平
城
小

城
辺
中

　

小
西 

茂
喜

平
城
小

家
串
小

　

中
道 

美
津

長
月
小

松
山
市
湯
築
小

　

末
武 

浩

城
辺
小

一
本
松
小

　

岩
村 

弘
子

城
辺
小

一
本
松
小

　

高
田 

晶
子

城
辺
小

緑
小

　

安
岡 

壽
枝

城
辺
小

長
月
小

　

寺
岡 

誠

緑
小

長
月
小

　

川
﨑 

裕
之

緑
小

城
辺
小

　

稲
垣 

み
ち
よ

僧
都
小

久
良
小

　

井
上 

武

久
良
小

平
城
小

　

山
本 

直
也

久
良
小

鬼
北
町
近
永
小

　

藤
田 

絵
美

久
良
小

城
辺
小

　

西 

佳
代

一
本
松
小

平
城
小

　

片
山 

千
代

一
本
松
小

城
辺
小

　

浅
井 

望

一
本
松
小

新
採
用

　

成
宮 

春
香

福
浦
小

城
辺
小

　

清
水 

紀
代

船
越
小

福
浦
小

　

岸
田 

幸
代

宇
和
島
市
明
倫
小

柏
小

　

德
田 

み
え

大
洲
市
粟
津
小

僧
都
小

　

森
岡 

香
代
子

養
護
教
諭
の
部

僧
都
小

養
護
助
教
諭

　

吉
村 

あ
つ
子

事
務
職
員
の
部

平
城
小

城
辺
小

　

吉
良 

祐
一

平
城
小

新
採
用

　

林 

恒
輔

城
辺
小

宇
和
島
市
津
島
中

　

松
本 

尚
子(

事
務
係
長)

城
辺
小

宇
和
島
市
城
南
中

○
木
田 

和
孝(

事
務
係
長)

城
辺
小

新
採
用

　

山
本 

果
央

鬼
北
町
広
見
中

城
辺
小

　

細
川 

慎
太
郎

教
職
員
の
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
次
の
と
お
り
、
4
月
1
日
付
け
で
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
敬
称
略
、
氏
名
の
前
の
○
は
昇
任
）

退
職
者

緑
小
校
長

尾
﨑 

道
広

久
良
小
校
長

若
田 

正

船
越
小
校
長

吉
田 

章
代

中
浦
小
教
頭

山
口 

美
智
子

長
月
小
教
頭

藤
田 

要
子

緑
小
教
頭

中
田 

啓
子

平
城
小
教
諭

本
多 
智
子

東
海
小
教
諭

山
下 
す
ず
子

中
浦
小
養
護
教
諭

増
田 

惠
子

中
学
校
教
職
員

新
任
校

前
任
校

氏
　
名

校
長
の
部

県
教
育
委
員
会（
城
東
中
）

東
海
小

　

中
川 

公
詞

教
頭
の
部

一
本
松
中

県
教
育
委
員
会（
城
東
中
）

○
好
岡 

裕
子

内
海
中

一
本
松
中

　

土
居 

文
洋

宇
和
島
市
吉
田
中

御
荘
中

○
加
洲 

景

主
幹
教
諭
の
部

御
荘
中

城
辺
中

○
塚
岡 

政
文

教
諭
の
部

御
荘
中

一
本
松
中

　

都
築 

俊
彦

御
荘
中

城
辺
中

　

前
田 

千
穂

御
荘
中

講
師

　

南 

早
映

城
辺
中

平
城
小

　

吉
田 

昌
史

城
辺
中

御
荘
中

　

吉
田 

真
実

一
本
松
中

内
海
中

　

清
水 

章
洋

一
本
松
中

篠
山
中

　

小
松 

清
行

内
海
中

篠
山
中

　

児
島 

裕
子

内
海
中

講
師

　

前
田 

大
地

篠
山
中

御
荘
中

　

菅 

重
浩

篠
山
中

城
辺
中

　

吉
田 

篤
史

篠
山
中

一
本
松
中

　

加
洲 

光
香

養
護
教
諭
の
部

内
海
中

一
本
松
小

　

大
館 

こ
ず
え

栄
養
職
員
の
部

城
辺
中

城
辺
小

　

原
田 

光
香

事
務
職
員
の
部

御
荘
中

城
辺
小

　

船
田 

桂
史

御
荘
中

平
城
小

　

梶
田 

い
づ
み(

再
任
用)

松
山
市
南
中

平
城
小

○
兵
頭 

武(

事
務
長)

退
職
者

一
本
松
中

村
上 

一
志

内
海
中

住
田 

千
代
美

御
荘
中

松
本 

正
子

御
荘
中

凝
地 

和
博(

再
任
用)
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

「
ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
っ
と
愛
南
！
夏
の
陣
」を
開
催
し
ま
す

商
工
観
光
課
か
ら

「
愛
南
町
い
や
し
の
郷
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
」が

開
催
さ
れ
る
６
月
10
日
㈯
の
午
後
は
、次
の
と
お
り
交
通
規
制
が

か
か
り
ま
す
。皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

生
涯
学
習
課
か
ら

　

愛
南
漁
協
御
荘
支
所
の
落
成
を
機

に
、
愛
南
町
最
大
の
食
の
イ
ベ
ン
ト

「
愛
南
び
や
び
や
祭
り
」
の
名
称
と

会
場
を
変
更
し
、「
ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
っ
と

愛
南
！
夏
の
陣 
〜
海
と
山
を
喰
ら

う
〜
」
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
開
催

し
ま
す
。 

　

当
日
は
、
と
び
き
り
新
鮮
な
カ
ツ

オ
が
特
価
で
即
売
さ
れ
る
ほ
か
、
マ

グ
ロ
の
寿
司
や
ヒ
オ
ウ
ギ
貝
の
浜
焼

き
な
ど
の
海
の
幸
に
加
え
、
生
産
量

日
本
一
を
誇
る
愛
南
ゴ
ー
ル
ド（
品

種
名
：
河
内
晩
柑
）や
新
鮮
野
菜
な

ど
、
山
の
味
覚
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。
ま
た
、
愛え

顔が
お

つ
な
ぐ
え
ひ
め
国

体
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
、
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
や
カ

ヌ
ー
な
ど
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
体
験

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
愛
南
町
の

魅
力
を
ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
っ
と
詰
め
込
ん
だ

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
、
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
と
も
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時

　

５
月
28
日
㈰

　

９
時
30
分
〜
15
時（
雨
天
決
行
）

※
荒
天
の
場
合
は
中
止
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

場
所　

愛
南
漁
協
御
荘
支
所

　
　
　
（
長
崎
町
有
地
）

問
合
せ　

　

愛
南
食
の
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

　
（
商
工
観
光
課
内
）   

℡
７
２
―

７
３
１
５
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

平
成
29
年 

第
１
回
町
議
会
定
例
会

　

本
議
会
の
審
議
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
会
事
務
局
か
ら

3/
7～17【議案等表決結果一覧表】

議案番号 件            名 議決の結果

第１号議案

第２号議案

第３号議案

第４号議案

第５号議案

第６号議案

第７号議案

第８号議案

第９号議案

第10号議案

第11号議案

第12号議案

第13号議案

第14号議案

第15号議案

第16号議案

第17号議案

第18号議案

第19号議案

第20号議案

第21号議案

第22号議案

第23号議案

第24号議案

愛南町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関す

る法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一

部改正について

愛南町特別職の職員で非常勤職員のものの報酬及び費用弁償に関する条例

の一部改正について

愛南町税条例等の一部改正について

愛南町農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数に関する条例

の制定について

愛南町工場立地法に基づく準則を定める条例の制定について

愛南町道路占用料徴収条例の一部改正について

ごみ収集運搬車購入契約について

定住自立圏の形成に関する協定の締結について

平成28年度愛南町一般会計補正予算（第4号）について

平成28年度愛南町国民健康保険特別会計補正予算（第4号）について

平成28年度愛南町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）について

平成28年度愛南町介護保険特別会計補正予算（第3号）について

平成28年度愛南町簡易水道特別会計補正予算（第2号）について

平成28年度愛南町小規模下水道特別会計補正予算（第1号）について

平成28年度愛南町浄化槽整備事業特別会計補正予算（第1号）について

平成28年度愛南町温泉事業等特別会計補正予算（第1号）について

平成28年度愛南町旅客船特別会計補正予算（第1号）について

平成28年度愛南町上水道事業会計補正予算（第2号）について

平成28年度愛南町病院事業会計補正予算（第2号）について

平成29年度愛南町一般会計予算について

平成29年度愛南町国民健康保険特別会計予算について

平成29年度愛南町後期高齢者医療特別会計予算について

平成29年度愛南町介護保険特別会計予算について

平成29年度愛南町小規模下水道特別会計予算について

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

第25号議案

第26号議案

第27号議案

第28号議案

第29号議案

第30号議案

第31号議案

平成29年度愛南町浄化槽整備事業特別会計予算について

平成29年度愛南町温泉事業等特別会計予算について

平成29年度愛南町旅客船特別会計予算について

平成29年度愛南町上水道事業会計予算について

平成29年度愛南町病院事業会計予算について

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について

28年度愛南町一般会計補正予算（第5号）について 

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決
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〔
地
場
産
業
の
現
状
に
つ
い
て
〕

　

平
成
29
年
１
月
24
日
に
、
本
町
内
の
地
場

産
業
の
現
状
を
調
査
す
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
え
ひ

め
南
城
辺
支
所
南
宇
和
営
農
セ
ン
タ
ー
、
㈱

み
か
ん
職
人
武
田
屋
、
う
み
ら
い
く
愛
南
を

現
地
視
察
し
、
帰
庁
後
、
調
査
結
果
の
取
り

ま
と
め
を
行
っ
た
。
な
お
、
現
地
視
察
に
お

い
て
は
、
㈱
山
木
産
業
が
取
り
組
ん
で
い
る

ス
マ
の
試
験
養
殖
の
視
察
を
予
定
し
て
い
た

が
、
天
候
の
都
合
で
見
学
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。

﹇
調
査
結
果
﹈

　

㈱
み
か
ん
職
人
武
田
屋
は
、
早
く
か
ら
農

業
の
法
人
化
を
行
っ
て
柑
橘
栽
培
の
拡
大
を

図
る
と
共
に
関
東
圏
で
学
校
給
食
に
参
入
す

る
な
ど
の
柑
橘
の
加
工
販
売
を
行
う
農
業
の

６
次
産
業
化
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
学
校
給
食
事
業
に
お
い
て
は
、
愛
媛
県

内
や
町
内
の
給
食
も
希
望
し
て
い
る
が
、
現

在
は
納
入
で
き
て
い
な
い
と
の
説
明
も
あ
っ

た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
、
㈱
み
か
ん

職
人
武
田
屋
が
行
政
に
頼
ら
ず
農
業
や
６
次

産
業
化
に
計
画
的
か
つ
意
欲
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
は
、
一
つ
の
農
業
の
生
き
る

道
、
強
い
農
業
を
め
ざ
す
先
進
的
な
事
例
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
町
は
、
農
業

者
や
生
産
団
体
、
Ｊ
Ａ
な
ど
と
更
に
連
携
し

て
こ
の
よ
う
な
先
進
的
な
法
人
や
農
業
事
例

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
報
告

【一般質問】７名の議員が一般質問を行いました。

渡辺　知
とも

彦
ひこ

①町長の政治姿勢について
②県立南宇和病院の麻酔科医とトイレについて
③愛南町特産品の海外販売促進について
④南宇和郡災害医療研修会について

土居　尚
なお

行
ゆき ①福祉タクシー助成制度及び高齢者の運転免許証返納について

②入札制度の改正について
③29年度予算編成について

山下　正
まさ

敏
とし ①水道料金の公平性について

②福祉移送サービスについて

草木原由
よし

幸
ゆき ①愛南町の財政状況の見通しについて  

②僧都ウィンドシステム発電事業に係る保安林解除について  

  西口　　 孝
たかし ①総合計画におけるまちづくり施策の一つの「支えあい健やかに暮らせるまちづくり」

について
②図書館建設について

坂口　直
なお

樹
き ①期日前投票について
②出産子育て支援金について
③道の駅について

斎藤　武
たけ

俊
とし ①日本一健康な町づくり

②議員報酬について

を
参
考
に
し
て
農
業
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
野
菜
の

産
地
化
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
農
地
の
集

約
を
図
り
な
が
ら
新
規
就
農
者
や
青
年
農
業

者
へ
の
呼
び
か
け
も
必
要
で
あ
る
。

　

う
み
ら
い
く
愛
南
は
、
地
域
の
課
題
に
つ

い
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
課
題
解
決
研
究

す
る
レ
ジ
デ
ン
ト
型
研
究
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
そ
の
中
で
ス
マ
養
殖
研
究
や
サ
ツ
キ
マ

ス
養
殖
試
験
を
行
っ
て
い
る
。
ス
マ
に
つ
い

て
は
、
愛
媛
の
ブ
ラ
ン
ド
魚
「
伊
予
の
媛
貴

海
」
と
し
て
愛
媛
県
や
関
係
者
等
が
連
携
し

て
更
な
る
研
究
、
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
平
成
27
年
度
に
は
完
全
養
殖
を
達
成

し
出
荷
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
平
成
29
年
度

に
は
町
内
の
３
業
者
に
よ
っ
て
試
験
養
殖
が

行
わ
れ
る
。
サ
ツ
キ
マ
ス
の
養
殖
試
験
は
、

町
内
で
養
殖
さ
れ
て
い
る
ア
マ
ゴ
を
海
で
養

殖
し
サ
ツ
キ
マ
ス
に
成
長
さ
せ
る
試
験
研
究

を
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
も
引
き

続
き
地
域

に
根
差
し

た
研
究
が

行
わ
れ
、

町
水
産
業

の
振
興
に

活
か
さ
れ

る
よ
う
期

待
す
る
も

の
で
あ
る
。
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

歳　出
142億8,500万円
（前年度比2.3％減）

（目的別）

民生費
37億9,287万5千円
（26.6％）

総務費
31億433万5千円
（21.7％）

衛生費
13億1,277万1千円
（9.2％）

教育費
13億7,117万1千円
（9.6％）

農林水産業費
7億7,383万9千円
（5.4％）

消防費
4億7,417万9千円
（3.3％）

土木費
5億800万9千円
（3.6％）

商工費
2億8,634万5千円
（2.0％）

その他
2億3,350万5千円（1.6％）

公債費
24億2,797万1千円
（17.0％）

諸収入
2億1,783万5千円
（1.5％）

使用料及び手数料
1億8,396万5千円
（1.3％）

地方譲与税
1億1,300万円
（0.8％）

歳　入
142億8,500万円
（前年度比2.3％減）

地方交付税
70億2,745万4千円
（49.2％）

町債
18億360万円
（12.6％）

国・県支出金
16億5,746万円
（11.6％）

 町税
16億8,730万6千円
（11.8％）

繰入金
4億5,000万円
（3.2％）

分担金及び負担金
2億1,327万5千円
（1.5％）

地方消費税交付金
3億3,880万円
（2.4％）
繰越金
4億円
（2.8％）

その他
1億9,230万5千円
（1.3％）

その他の内訳
利子割交付金 230万円
配当割交付金 950万円
株式等譲渡所得割交付金 550万円
自動車取得税交付金 2,550万円
地方特例交付金 320万円
交通安全対策特別交付金 230万円
財産収入 4,400万5千円
寄附金 1億円

その他の内訳

議会費 9,116万1千円

災害復旧費 893万8千円

諸支出金 1億1,340万6千円

予備費 2,000万円

（2）歳出の内訳
　①目的別

構成比は、四捨五入により算出し
ているため、合計が100%になら
ない場合があります。

平成29年度の当初予算の概要についてお知らせします
　平成29年度は、自治基本条例に基づいた事業別予算を導入し、これまで行ってきた取組みを分析・評価すると
ともに、「安心安全なまちづくり」、「子育て支援と老人福祉の充実」、「地域の活性化の推進」を引き続き大きな柱
としながら、「愛南町地方版総合戦略」に掲げた施策にも積極的に取り組んでいくため、本町の自立性、将来性、
地域性を念頭に置き、地域の活性化や住民福祉の向上、人口減少克服のため真に必要な施策や事業を再考していく
という考え方のもと予算編成を行いました。

１　平成29年度一般会計当初予算
（1）歳入の内訳

構成比は、四捨五入により算出しているため、合計が
100%にならない場合があります。
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歳　出
142億8,500万円
（性質別）

人件費
28億6,920万7千円
（20.1％）

物件費
23億5,010万5千円
（16.5％）

扶助費
14億4,230万円
（10.1％）

 繰出金
14億9,530万9千円
（10.5％）

普通建設事業費
14億43万2千円
（9.8％）

　 補助費等
19億7,857万1千円
　（13.9％）

その他
3億2,110万5千円
（2.3％）

 公債費
24億2,797万1千円
（17.0％）

注）資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額2,296万3千円は、過年度分損益勘定留保資金2,296万3千円で
補填する。

その他の内訳
維持補修費 9,628万2千円

積立金 1億1,322万2千円

投資及び出資金 7,156万3千円

貸付金 1,110万円

災害復旧事業費 893万8千円

予備費 2,000万円

3　企業会計当初予算
（１）上水道事業会計
歳入

平成29年度
当初予算

前年度予算に
対する増減

水道事業収益 7億9,500万円 2億4,900万円の増

資本的収入 1億4,036万4千円 5,457万2千円の増

計 9億3,536万4千円 3億357万2千円の増

（２）病院事業会計
歳入

平成29年度
当初予算

前年度予算に
対する増減

病院事業収益 6億6,100万円 1,800万円の減

資本的収入 0 0

計 6億6,100万円 1,800万円の減

2　特別会計当初予算
会　計　名 平成29年度当初予算 前年度予算に対する増減

国民健康保険特別会計 ４0億８,８００万円 ４,２００万円の減
後期高齢者医療特別会計 ２億９,７５０万円 ４２０万円の増
介護保険特別会計 ３１億４,７００万円 １,７００万円の増
簡易水道特別会計 ０円 ５億２,１２０万円の減
小規模下水道特別会計 １億３,２２０万円 ４２０万円の減
浄化槽整備事業特別会計 １億７,０２０万円 ４２０万円の増
温泉事業等特別会計 ８,６３０万円 １,４４０万円の増
旅客船特別会計 ２,６２０万円 ４５０万円の増

歳出
平成29年度
当初予算

前年度予算に
対する増減

水道事業費用 7億9,500万円 2億4,900万円の増

資本的支出 3億2,523万3千円 6,341万5千円の増

計 11億2,023万3千円 3億1,241万5千円の増

注）資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額1億8,486万9千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的
収支調整額844万2千円及び当年度分損益勘定留保資金1億7,642万7千円で補填する。

歳出
平成29年度
当初予算

前年度予算に
対する増減

病院事業費用 6億6,100万円 1,800万円の減

資本的支出 2,296万3千円 1,191万5千円の減

計 6億8,396万3千円 2,991万5千円の減

構成比は、四捨五入により算出し
ているため、合計が100%になら
ない場合があります。

（2）歳出の内訳
　②性質別
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

宇
和
島
市
と
愛
南
町
が「
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
」を

締
結
し
ま
し
た

国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
方
法
が
変
わ
り
ま
す

税
務
課
か
ら

人
権
擁
護
委
員
の
お
知
ら
せ

町
民
課
か
ら

写真左から石橋宇和島市長、坂本松野町長、甲岡前鬼北町長、
清水愛南町長

企
画
財
政
課
か
ら

　

平
成
29
年
度
の
国
の
国
民
健
康
保

険
に
係
る
税
制
改
正
に
よ
り
、
新
た

に
、
軽
減
措
置
の
対
象
範
囲
の
拡
大

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

 

こ
れ
に
よ
り
、
低
所
得
者
の
負
担

●
低
所
得
者
に
係
る
保
険
税
軽
減
の
拡
充

５
割
軽
減

基
準
と
な
る
所
得
金
額

現　

在

世
帯
主
と
加
入
者
の
合
計
所
得
が
33
万
円
＋

（
２
６
５
，０
０
０
円
×
加
入
者
数
）以
下

改
正
後

世
帯
主
と
加
入
者
の
合
計
所
得
が
33
万
円
＋

（
２
７
０
，０
０
０
円
×
加
入
者
数
）以
下

例
）
夫
婦
２
人
、
子
供
１
人
で
夫
の
給
与
収
入
の
み
の
場
合（
３
人
世
帯
）

　
　

収
入
約
１
８
６
万
円
以
下
を
収
入
約
１
８
８
万
円
以
下
に
拡
充

２
割
軽
減

基
準
と
な
る
所
得
金
額

現　

在

世
帯
主
と
加
入
者
の
合
計
所
得
が
33
万
円
＋

（
４
８
０
，０
０
０
円
×
加
入
者
数
）以
下

改
正
後

世
帯
主
と
加
入
者
の
合
計
所
得
が
33
万
円
＋

（
４
９
０
，０
０
０
円
×
加
入
者
数
）以
下

例
）
夫
婦
２
人
、
子
供
１
人
で
夫
の
給
与
収
入
の
み
の
場
合(

３
人
世
帯
）

　
　

収
入
約
２
７
８
万
円
以
下
を
収
入
約
２
８
３
万
円
以
下
に
拡
充

軽
減
の
た
め
、
国
民
健
康
保
険
税
の

５
割
軽
減
及
び
２
割
軽
減
の
対
象
と

な
る
世
帯
の
軽
減
判
定
所
得
の
引
上

げ
を
行
い
ま
す
。

　

４
月
１
日
付
け
で
、
法
務
大
臣
か

ら
寺
岡
知と
も

子こ

さ
ん（
蓮
乗
寺
）が
人
権

擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護
委

員
法
に
基
づ
き
委
嘱
さ
れ
た
私
た
ち

の
町
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
暮

ら
し
の
中
で
の
悩
み
や
心
配
ご
と
、

困
り
ご
と
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
人
権

擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

　

松
山
地
方
法
務
局
宇
和
島
支
局

 

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

０
７
７
０

　

３
月
30
日
、
宇
和
島
市
役

所
に
お
い
て
、
定
住
自
立
圏

形
成
協
定
の
合
同
調
印
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
生

活
機
能
の
強
化
、
結
び
つ
き

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
な

ど
、
宇
和
島
市
と
愛
南
町
が

相
互
に
役
割
分
担
し
連
携
・

協
力
し
て
取
り
組
む
事
業
な

ど
を
ま
と
め
た
「
定
住
自
立

圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定

し
、
定
住
へ
の
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ

　

企
画
財
政
課 

℡
７
２
―

７
３
１
７

問
合
せ 

税
務
課 
℡
７
２
―

７
３
０
１
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平
成
29
年
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

「
Ｂ
＆
Ｇ
オ
タ
ッ
シ
ャ
教
室
」の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

わ
が
家
を
地
震
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
!!

愛
南
町
議
会
議
員
選
挙

企
画
財
政
課
か
ら

　

工
業
統
計
調
査
は
、
従
業
者
４
人

以
上
の
全
て
の
製
造
事
業
所
を
対
象

に
、
平
成
29
年
６
月
１
日
時
点
を
基

準
日
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
我
が
国

に
お
け
る
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
政
府
の
重

要
な
調
査
で
、
統
計
法
に
基
づ
く
報

告
義
務
の
あ
る
基
幹
統
計
調
査
で

す
。
調
査
の
結
果
は
、
中
小
企
業
施

策
や
地
域
復
興
な
ど
、
国
及
び
地
域

行
政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し

て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内

容
は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外
に
使

用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
調
査

の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
せ 

　

企
画
財
政
課 

℡
７
２
―

７
３
１
７

工業統計キャラクター
コウミちゃん

防
災
対
策
課
か
ら

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

Ｂ
＆
Ｇ
で
は
「
転
倒
・
寝
た
き
り

予
防
教
室
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

運
動
仲
間
を
つ
く
っ
て
、
転
び
に
く

い
か
ら
だ
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
？

興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

期
日　

　

第
27
期　

５
月
中
旬
〜
８
月
中
旬

　

第
28
期　

９
月
中
旬
〜
12
月
中
旬

　
（
各
15
回
）

場
所　

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

体
育
館
・
屋
外
・
プ
ー
ル
等

対
象　

町
内
在
住
の
55
〜
70
歳（
介

護
認
定
を
受
け
て
な
い
方
、医
師
等
か

ら
運
動
の
制
限
を
受
け
て
い
な
い
方
）

定
員　

15
名（
４
名
に
満
た
な
い
場

合
は
実
施
で
き
ま
せ
ん
）

参
加
費　
（
保
険
料
）

 

64
歳
以
下
：
１
，８
５
０
円

 

65
歳
以
上
：
１
，２
０
０
円

　

活
動
内
容
や
申
込
方
法
等
、
詳
し

く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー  

 

℡
７
２
―

１
１
１
７

　

愛
南
町
で
は
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
及
び
改
修
工
事
を
行
う
方
に
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

　

地
震
か
ら
身
を
守
る
こ
と
で
安
心

し
た
生
活
を
す
る
た
め
に
、
こ
の

補
助
金
を
活
用
し
、
我
が
家
の
耐
震

化
を
図
り
ま
し
ょ
う
。
耐
震
診
断

を
経
て
改
修
工
事
を
行
う
と
、
最
大

１
４
４
万
円
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
※
平
成
28
年
度
か
ら
耐
震
診
断

が
安
価
で
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

補
助
対
象

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

さ
れ
た
、
階
数
が
２
階
以
下
で
延
べ

床
面
積
が
５
０
０
㎡
以
下
の
一
戸
建

て
木
造
住
宅

補
助
申
請
受
付
期
間

・
４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
１
月
31

日
ま
で

問
合
せ 

　

防
災
対
策
課 

℡
７
２
―

０
１
３
１

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

　

任
期
満
了
に
伴
う
愛
南
町
議
会
議

員
選
挙
は
、
４
月
９
日
に
投
・
開
票

が
行
わ
れ
、
16
名
の
新
議
員
が
決
ま

り
ま
し
た
。 

　

当
選
者
は
次
の
方
々
で
す
。（
敬
称

略
。届
出
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

無所属 石川　秀
ひで

夫
お

無所属 内倉　長
ちょうぞう

藏

無所属 金繁　典
のり

子
こ

無所属 山下　正
まさ

敏
とし

無所属 中野　光
みつ

博
ひろ

無所属 佐々木　史
ふみ

仁
ひと

公明党 坂口　直
なお

樹
き

無所属 原田　達
たつ

也
や

無所属 那須　芳
よし

人
と

無所属 山下　太
たい

三
ぞう

無所属 鷹野　正
まさ

志
し

無所属 濱本　元
もと

通
みち

無所属 土居　尚
なお

行
ゆき

日本共産党   西口　　 孝
たかし

無所属 吉村　直
なお

城
き

無所属 宮下　一
いち

郎
ろう
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

６
月
１
日
〜
７
日
は
水
道
週
間
で
す

「
あ
た
り
ま
え 

そ
ん
な
み
ず
こ
そ 

た
か
ら
も
の
」

水
道
課
か
ら

  

税
務
課
等
か
ら

５
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

軽

自

動

車

税

全期

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

　

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、

ま
ず
督
促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し

て
い
ま
す
。
町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す

と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益

費
、
駐
車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当

月
分
が
月
末
に
振
替
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用

料
の
振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振

替
日
は
翌
月
の
10
日
で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
と

な
り
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
に
は
届
出
が
必
要
で
す

税
収
確
保
に
向
け
て
県
と
連
携

税
務
課
か
ら

事
業
の
発
展
に
資
す
る
た
め
「
水
道

週
間
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

愛
南
町
で
は
、
水
道
週
間
に
合
わ

せ
て
浄
水
場
見
学
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

毎
日
飲
ん
で
い
る
水
道
水
が
ど
の

よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
か
、
見
学
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

６
月
１
日
㈭
〜
６
月
７
日
㈬

10
時
〜
15
時 

※
土
、日
曜
日
を
除
く
。

場
所　

城
辺
浄
水
場

問
合
せ 

　

水
道
課 

℡
７
２
―

０
８
３
５

　

城
辺
浄
水
場 

℡
７
２
―

０
２
１
２

　

水
道
は
、
健
康
で
文
化
的
な
国
民

生
活
や
様
々
な
社
会
経
済
活
動
を
支

え
て
い
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ま
の
水

道
水
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
水
道

町
民
課
か
ら

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
が
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
届
出

は
加
入
す
る
時
だ
け
で
な
く
、
被

保
険
者
の
種
別
が
変
わ
っ
た
と
き
に

も
必
要
で
す
。
も
し
、
届
出
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
、
年
金
額
が
少
な
く

な
っ
た
り
受
け
取
れ
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
出
を
し
ま

し
ょ
う
。

○
20
歳
に
な
っ
た
と
き（
厚
生
年
金

や
共
済
年
金
加
入
者
を
除
く
）

  

第
１
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

印
鑑（
本
人
自
署
の
場
合
は
不
要
）を

持
参
し
て
、
住
所
地
の
市
町
村
で
手

続
き
を
し
て
下
さ
い
。

○
退
職
し
た
と
き（
厚
生
年
金
や
共

済
年
金
加
入
者
の
場
合
）

  

第
２
号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被

保
険
者
に
な
り
ま
す
。
印
鑑（
本
人

自
署
の
場
合
は
不
要
）と
年
金
手
帳

と
退
職
の
日
が
わ
か
る
資
料
を
持
参

し
て
、
住
所
地
の
市
町
村
で
手
続
き

を
し
て
下
さ
い
。

○
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
が
、

配
偶
者
が
退
職
し
た
と
き

　

第
３
号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被

保
険
者
へ
異
動
と
な
り
ま
す
。
印
鑑

（
本
人
自
署
の
場
合
は
不
要
）と
年
金

手
帳
、
配
偶
者
の
退
職
日
が
わ
か
る

資
料
を
持
参
し
て
、
住
所
地
の
市
町

村
で
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

問
合
せ　

　
宇
和
島
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　
　

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
３
４
４

　

町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

今
月
の
社
会
保
険
・

 

年
金
一
日
相
談（
予
約
制
）

 

○
５
月
18
日
㈭

　
 

10
時
〜
15
時
30
分

　
 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

問
合
せ　

宇
和
島
年
金
事
務
所

　

お
客
様
相
談
室

　

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
６
９

　

電
話
受
付
対
応
時
間

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　

愛
南
町
で
は
、
県
と
町
の
職
員
が

連
携
し
て
収
税
や
滞
納
整
理
業
務
を

行
う
職
員
相
互
併
任
を
平
成
24
年
度

か
ら
導
入
し
て
、
税
収
の
確
保
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

４
月
６
日
に
は
町
長
室
で
辞
令
交

付
式
が
行
わ
れ
、
愛
媛
県
職
員
の
山

﨑
道み
ち

隆た
か

担
当
係
長
を
愛
南
町
税
務
課

管
理
収
納
係
に
任
命
し
ま
し
た
。
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な
ん
で
も
行
政
相
談
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

総
務
課
か
ら

【
え
ひ
め
国
体
】フ
ラ
ワ
ー
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日
㈬
で
す

税
務
課
か
ら

総
務
省
行
政
相
談
委
員
の
退
任

総
務
課
か
ら

　

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
相
談
委

員
法
に
基
づ
き
総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。
皆
さ
ん
の
行
政
に
関
す
る
苦

情
や
意
見
・
要
望
を
お
聞
き
し
、
皆

さ
ん
と
役
所
な
ど
の
間
に
立
ち
、
公

平
・
中
立
的
な
立
場
で
相
談
に
の
っ

て
く
れ
ま
す
。

　

本
町
の
行
政
相
談
委
員
は
次
の

方
々
で
す
。（
敬
称
略
。）

　

金
田　

孝こ
う

一い
ち（
平　

碆
）

　

坂
尾　

英え
い

治じ
（
御
荘
和
口
）

　

黒
澤　

民た
み

彦ひ
こ（
城
辺
甲
）

　

藤
田　

正ま
さ

斗と
（
一
本
松
）

　

山
岡　

島し
ま

子こ
（
船　

越
）

　

な
ん
で
も
行
政
相
談
所
は
、
毎
月

第
二
水
曜
日
に
各
地
域
で
開
設
し
て

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課
か
ら

　

10
月
２
日
〜
５
日
の
「
え
ひ
め
国

体
」
の
期
間
中
に
あ
け
ぼ
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
周
辺
を
飾
る
、
フ
ラ
ワ
ー
バ
ス

ケ
ッ
ト
を
作
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。

　

作
っ
た
フ
ラ
ワ
ー
バ
ス
ケ
ッ
ト

は
、
大
会
終
了
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ま
に
差
し
上
げ
ま
す
。

　

参
加
費
は
無
料
で
す
。
講
習
会
の

日
程
な
ど
、詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
実
行
委
員

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

　

愛
顔
つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体

　

愛
南
町
実
行
委
員
会

　
（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
）

 

℡
７
３
―

１
１
１
２

H
P
:h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.ain
an
.

eh
im
e.jp
/ko
ku
tai/

　

軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
の
登
録

名
義
人
に
そ
の
年
度
分
が
課
税
さ
れ

ま
す
。
平
成
29
年
度
軽
自
動
車
税
の

納
付
書
・
口
座
振
替
通
知
書
は
５
月

15
日
㈪
発
送
予
定
で
す
の
で
、
５
月

31
日
㈬
ま
で
に
ご
納
付
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す

　

身
体
障
が
い
者
・
戦
傷
病
者
本
人

の
所
有
で
、
通
院
・
通
学
や
生
業
の

た
め
に
本
人
や
家
族
・
常
時
介
護
者

が
運
転
す
る
軽
自
動
車
は
減
免
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す（
障
が
い
の
区

分
、
等
級
に
よ
っ
て
対
象
者
は
異
な

り
ま
す
）。

　

18
歳
未
満
の
身
体
障
が
い
者
ま
た

は
精
神
障
が
い
者
・
知
的
障
が
い
者

で
、
国
民
年
金
法
に
定
め
る
１
級
の

障
が
い
と
同
程
度
の
状
態
に
あ
る
方

の
家
族
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
も
該

当
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

減
免
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、 

５
月
16
日
㈫
〜
５
月
24
日
㈬
ま
で
の

間
に
本
庁
税
務
課
も
し
く
は
各
支
所

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
※
毎
年
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
対
象
と
な
る
の
は
普
通
自

動
車
を
含
め
て
１
人
に
つ
き
１
台
に

限
ら
れ
ま
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

　

身
体
障
が
い
者
手
帳（
戦
傷
病
者

手
帳
）ま
た
は
療
育
手
帳
、
精
神
障

が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
、
運
転
免
許

証
・
印
鑑
・
車
検
証
・
軽
自
動
車
税

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
通
知
書
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号)

が
わ
か

る
も
の（
個
人
番
号
カ
ー
ド
・
通
知

カ
ー
ド
）

問
合
せ 

税
務
課 

℡
７
２
―

７
３
０
１

　

平
成
29
年
３
月
31
日
付
け
で
、
本

町
の
木
谷
貞さ
だ

捷か
つ

さ
ん
と
宮
下
建た
て

夫お

さ

ん
が
、
行
政
相
談
委
員
を
退
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

木
谷
さ
ん
と
宮
下
さ
ん
は
、
と
も

に
平
成
23
年
４
月
に
総
務
省
か
ら
行

政
相
談
委
員
の
委
嘱
を
受
け
、
住
民

の
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
活
動
に

取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
に
対
し
、
お
二

人
は
そ
れ
ぞ
れ
総
務
大
臣
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

フラワーバスケット
※イメージ
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町の施策・情報をお伝えします。

町からのお知らせ

愛
媛
県
か
ら

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
の
お
知
ら
せ

お知
らせ

　

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
で
す
。

　

こ
れ
に
ち
な
み
、
全
国
一
斉
特
設

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

差
別
待
遇
、
暴
行
・
虐
待
、
体

罰
、
い
じ
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵

害
な
ど
人
権
問
題
で
お
困
り
の
方

は
、
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
を
通
じ
て

人
権
擁
護
委
員
か
松
山
地
方
法
務
局

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

日
時　

６
月
１
日
㈭

　
　
　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
相
談
は

　

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

０
１
２
０
―

０
０
７
―

１
１
０

女
性
の
人
権
に
関
す
る
相
談
は

　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

０
５
７
０
―

０
７
０
―

８
１
０

そ
れ
以
外
の
人
権
に
関
す
る
相
談
は

　

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　

０
５
７
０
―

０
０
３
―

１
１
０

問
合
せ

　

松
山
地
方
法
務
局 

　

℡
０
８
９
―

９
３
２
―

５
７
９
８

松
山
地
方
法
務
局
か
ら

人
権
擁
護
無
料
電
話
相
談
を
開
設
し
ま
す

お知
らせ

　

愛
媛
県
で
は
、広
く
Ｈ
Ｉ
Ｖ
相
談
・

検
査
体
制
の
浸
透
・
普
及
を
図
る
た

め
、６
月
１
日
〜
７
日
を
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ

検
査
普
及
週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

宇
和
島
保
健
所
で
は
次
の
と
お
り

夜
間
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
相
談
・
検
査
を
実
施

し
ま
す
。

　

相
談
・
検
査
は
無
料
・
匿
名
で
受

け
ら
れ
、陰
性
の
場
合
は
、当
日
30
分

程
度
で
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

夜
間
Ｈ
Ｉ
Ｖ
相
談
・
検
査

実
施
日　

平
成
29
年
６
月
６
日
㈫
※

予
約
不
要

時
間　

17
時
〜
19
時
30
分

場
所　

南
予
地
方
局
１
階（
宇
和
島

保
健
所
）

問
合
せ

　

宇
和
島
保
健
所
健
康
増
進
課

　

感
染
症
対
策
係

℡
０
８
９
５
―

２
８
―

６
１
０
７

備
え
よ
う 

防
災
グ
ッ
ズ

防
災
対
策
課
か
ら

だ
れ
も
が
生
き
や
す
い
地
域
づ
く
り
を

　

愛
南
町
で
は
、
緊
急
避
難
時
持
出

用
品
セ
ッ
ト
を
購
入
す
る
方
に
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
対
象　

緊
急
避
難
時
持
出
用
品

袋
、
懐
中
電
灯
、
応
急
手
当
に
使
用

す
る
ガ
ー
ゼ
や
消
毒
液
等
３
品
目
、

保
存
水
、
保
存
食
の
７
品
目
を
揃
え

た
セ
ッ
ト

※
１
世
帯
に
つ
き
１
セ
ッ
ト
が
補
助

対
象
で
す
。
ま
た
、
本
事
業
及
び
城

辺
地
域
で
平
成
16
年
度
に
実
施
し
た

「
わ
が
里
づ
く
り
事
業
」
に
お
い
て

補
助
を
受
け
た
世
帯
は
補
助
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

補
助
金
額　

購
入
価
格
の
２
分
の
１

以
内（
限
度
額
４
、０
０
０
円
）

問
合
せ 

　

防
災
対
策
課 

℡
７
２
―

０
１
３
１

保
健
福
祉
課
か
ら

　

共
生
社
会

の
実
現
を
め

ざ
し
、地
域
住

民
が
共
に
考

え
る
機
会
を

提
供
し
よ
う

と
第
28
回
南

宇
和
こ
こ
ろ
の
健
康
大
学（
主
催
：

南
宇
和
障
害
者
の
社
会
参
加
を
進
め

る
会
）が
開
催
さ
れ
、約
１
５
０
人
が

参
加
し
て
だ
れ
も
が
生
き
や
す
い
地

域
づ
く
り
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
進
め
る
会
」
が
第
68
回

保
健
文
化
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
を
記

念
し
て
、
毎
日
新
聞　

論
説
委
員
の

野
沢
和か
ず

弘ひ
ろ

さ
ん
と
元
厚
生
労
働
省
事

務
次
官　

村
木
厚あ

つ

子こ

さ
ん
の
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
支
え
る
、
支
え
ら
れ
る
」
と
題

し
て
講
演
し
た
村
木
厚
子
さ
ん
は
、

自
身
が
起
訴
さ
れ
た
経
験
を
踏
ま
え

て
「
一
夜
に
し
て
、
支
え
ら
れ
る
人

に
な
っ
た
。
頑
張
れ
た
の
は
家
族
や

弁
護
士
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
。
で

も
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
子
ど
も
の

た
め
に
頑
張
ら
な
き
ゃ
、『
人
の
た

め
に
』
と
思
え
た
と
き
に
こ
れ
で
大

丈
夫
だ
と
思
え
た
。
だ
れ
も
が
支
え

て
も
ら
え
る
、
だ
れ
も
が
自
分
が
で

き
る
形
で
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
、

い
ま
そ
ん
な
地
域
が
必
要
に
な
っ
て

い
る
の
だ
と
思
う
」と
話
し
ま
し
た
。
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あいなん
　　掲示板

県
立
南
宇
和
病
院
か
ら

４
月
号
で
ご
紹
介
し
た
村
上
医
師
の
ほ
か
に
、次
の

内
科
医
師
が
新
た
に
４
月
か
ら
勤
務
し
て
い
ま
す

お知
らせ

　無料で弁護士が相談を
お受けします。
　１回の相談人数は８人
までで事前に予約が必要
です。定員に達した場合は
受付を終了します。
 ５月１６日㈫14時～16時
　御荘老人福祉センター

無料法律相談

　無料で民生児童委員２
名が日常生活でかかえる
心配ごとの相談をお受け
します。
 ５月１０日㈬14時～16時
　御荘老人福祉センター

心配ごと相談所

詳しくは、社会福祉協議会
本所（℡70－1251）まで
お問い合わせください。

宇
和
島
保
健
所
か
ら

平
成
29
年
度
愛
媛
県
不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
に
つ
い
て

お知
らせ

南
予
地
方
局
税
務
課
か
ら

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日
㈬
で
す

お知
らせ

　

大
麻
や
け
し
に
よ
る
事
件
の
発
生

は
、
依
然
と
し
て
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
愛
媛
県
で
は
、
平
成
29
年
４
月

１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
の
３
か

月
間
を
「
不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運

動
」
の
実
施
期
間
と
定
め
、
不
正
栽

培
や
自
生
し
て
い
る
大
麻
・
け
し
を

全
面
的
に
撲
滅
し
、
大
麻
・
け
し
に

関
す
る
知
識
の
普
及
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

不
正
な
大
麻
・
け
し
を
発
見
し
た
場

合
に
は
、宇
和
島
保
健
所
ま
た
は
最
寄

り
の
警
察
署
等
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

宇
和
島
保
健
所
企
画
課

　

宇
和
島
市
天
神
町
７
┃
１ 

　

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１

℻
０
８
９
５
―

２
４
―

６
８
０
６

　

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
の

所
有
者
に
そ
の
年
度
分
が
課
税
さ
れ

ま
す
。納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、納
め

る
税
額
の
ほ
か
に
延
滞
金
も
併
せ
て

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
早
め
に
お
近
く
の
金
融
機
関

ま
た
は
地
方
局
で
お
納
め
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
県
の
自
動
車
税
は
納
期
限

内
で
あ
れ
ば
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
支
払

い
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
の
方
を
対
象
と

し
た
減
免
制
度（
申
請
期
間
４
月
３
日

〜
５
月
24
日
）も
あ
り
ま
す
の
で
、詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

愛
媛
県
南
予
地
方
局
税
務
課

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１

【
内
科　

八や

木ぎ　

悠ゆ
う

一い
ち

郎ろ
う

医
師
】　

４
月
か
ら
南
宇
和
病
院
で
内
科
医
と
し

て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
自
治
医
科
大
学
の
出
身
で
、
３
月

ま
で
、
市
立
八
幡
浜
総
合
病
院
で
勤
務
し

て
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
内
科
医
と
し
て
働
く
傍
ら
、
小

児
科
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
の
医
療
に
少
し
で
も
お
役
に

立
て
る
よ
う
、
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
内
科　

植う
え

木き　

秀ひ
で

太た

朗ろ
う

医
師
】　

３
月
ま
で
は
愛
媛
県
立
中
央
病
院
で
消

化
器
内
科
を
専
攻
し
て
い
ま
し
た
。

　

南
予
出
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、
愛
南
町

を
訪
れ
る
の
は
初
め
て
で
す
。
早
く
愛
南

町
で
の
生
活
に
慣
れ
、
皆
さ
ま
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
、
医
療
者
と
し
て
精
一
杯
が

ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
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あいなん　掲示板
あいなん音故地新

「旅は続く。」－あいなん音故地新－
　音楽仲間との時間は愛おしい。お祝いや激励のためにたまに集まる同世代の音楽仲間。昔は

あぁだったね、こうだったね、今ならあーだこーだと、どうでもいいことを熱く語り合う。

　先日も仲間の結婚パーティーで集まる機会があって、いつものように語り合った。10代、20代前

半はがむしゃらやったよね、って。その頃は音楽一本でやってることが美しくて、バイトならまだ

しも就職とか会社員とかはカッコ悪い。みたいな、変な価値観を持ってて生活は困窮。楽しいこと

なんてほとんどなかった。じゃあなんで音楽やってたんか、って？答えは簡単。それが夢やから。

　あの頃から十数年が過ぎて思う。もっとラクに生きていけるやり方があったやろな、って。

今、同じように苦しんでる10代20代のミュージシャンがおったら迷わず言うもんね、もっとラ

クにいこうや。って、笑。バイトでもサラリーマンでもやってちゃんとお金稼ぎながらやること

だって大事なことやぞ、って。生活のベースがあるっていうのは夢を追う中ですごく重要やと思

う。金銭、肉体、精神。どれも欠かせん。とくに今の時代はお金がないと生きていけんから。

　ただ、そんな時代を越えてきたから分かり合えることや、今に繋がっていることも事実。散々

語り合った最後は必ず、これからも音楽を楽しんでいこや!で終わる。まだまだ旅の途中やけんね。  

 （テノヒラkiku）

アコースティックバンド「テノヒラ」のボーカル  愛南町出身の kiku さんが綴るふるさとエッセイ

愛
媛
県
か
ら

県
庁
本
館
で
結
婚
式
を
挙
げ
ま
せ
ん
か
？

募集
します

　

県
で
は
、
県
庁
本
館
竣
工
88
年
の

米
寿
を
記
念
し
て
、
本
館
内
で
結
婚

式
を
挙
げ
る
カ
ッ
プ
ル
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

・
挙
式
日　

平
成
29
年
11
月
19
日
㈰

・
募
集
人
数　

１
組
程
度

・
実
施
方
法　

河
原
パ
テ
ィ
シ
エ
・

医
療
・
観
光
専
門
学
校
の
学
生
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
に
よ
る
結
婚
式
を
県

愛
媛
県
か
ら

「
愛
顔（
え
が
お
）」あ
ふ
れ
る
感
動
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
・

「
愛
顔（
え
が
お
）」の
写
真
募
集（
賞
金
最
高
10
万
円
）

募集
します

　

愛
と
笑
顔
が
結
ば
れ
て
生
ま
れ
た

「
愛
顔（
え
が
お
）」。
県
で
は
７
月

31
日
㈪
ま
で
、
愛
顔
あ
ふ
れ
る
感
動

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
及
び
愛
顔
の
写
真
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

【
エ
ピ
ソ
ー
ド
部
門
】

・
自
身
の
体
験
に
基
づ
く
内
容
で
あ

れ
ば
ジ
ャ
ン
ル
は
不
問

・
募
集
部
門
：
一
般
、
高
校
生
以
下

の
２
部
門
。

・
応
募
規
定
：
日
本
語
で
８
０
０
字

以
内（
原
稿
用
紙
２
枚
以
内
）

庁
本
館
内
で
実
施

・
費
用　

会
場
使
用
料
無
料（
挙
式

に
要
す
る
実
費
は
自
己
負
担
）

・
募
集
締
切　

５
月
31
日
㈬

問
合
せ

　

広
報
広
聴
課 

　

℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
２
４
３

℻
０
８
９
―

９
１
２
―

２
２
４
８

※
詳
し
く
は
、県
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
写
真
部
門
】

・
ジ
ャ
ン
ル
は
不
問（
投
稿
者
本
人

が
撮
っ
た
も
の
に
限
る
。）

・
募
集
部
門
：
小
学
生
、
中
学
生
、

高
校
生
、
一
般
の
４
部
門
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あいなん物産探訪

　愛南町が生産量日本一を誇っているみかんが
ある。言わずと知れた愛南ゴールド、品種名は
河内晩柑というみかんだ。平成26年の収穫量は
実に全国の5割近くを占めている。
　緑地区の孝野覚也さんを訪ねた。山の斜面を
開墾した園地は南向きで日当たりがよく、上に
ある平地の陰になって、山からの吹き下ろしの
風が当らない。果樹栽培に適しているという園
内には、ツヤをたたえて黄色に輝く果実がたわ
わに実っていた。
　愛南ゴールドの収穫期は長い。「3月から4月

にかけてはとてもジューシー。そのまま木に成
らしておくと5月下旬頃からはパリッとした食
感で食べやすくなる。酸味も下がって夏向きの
みかんになる」と孝野さん。収穫は7月末まで
続く。その時期にライバル的なみかんがないこ
とも強みだ。実際、口コミだけで
年々注文が増えているという。そ
れでも孝野さんに気負いはない。
　「お客さんに喜んでもらえたらそ
れだけで十分」そう言って自然体
で笑った。

 あいなん物産探訪 その⑩
――――――――――――――――

「愛南ゴールド」
 （河内晩柑） 

　孝
こう

野
の

覚
かく

也
や

さん

　「やっぱり市場はこうでないとね!」。カツオ
の水揚げによって活況を増す深浦漁港で、中須
賀さんの声に力がこもる。近年は水揚げ量の減
少が続いているが、今年は3月中旬から水揚げ
が始まり、昨年よりも一ヶ月早く出だしは上々
だ。この日は6隻のカツオ船が約5トンを水揚
げした。「ここは漁場までの距離が近いので、
日帰りのカツオが多く水揚げされる。鮮度は間
違いないので、ぜひ刺身で味わってほしい」。
　この時期に水揚げされるカツオは1.5㎏〜
2.5㎏ほどが中心で、食感や脂の乗りが非常に

良いそうだ。カツオ漁が盛況になると漁師や仲
買人のみならず、地域の飲食店や小売店にも影
響し、活性化につながる。「まずは水揚げがな
いと始まらないので、僕らが一番大事にしてい
るのは漁師さん。これからも深浦に水揚げして
くれるように良い関係を続けたい」。

 あいなん物産探訪 その⑨
――――――――――――――――

「カツオ」
 愛南漁業協同組合

　販売課長

　中須賀健
けん

吏
じ

さん

こちらから愛媛
CATVの動画が
ご覧いただけます

こちらから愛媛
CATVの動画が
ご覧いただけます
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THU木曜日 FRI金曜日 土曜日

西海 B

城辺 A

城辺 B

城辺 C

大敷貞芳作業所、荒樫、魚神山
亀井作業所、油袋漁民センター、
旧川村光男作業所、兵頭郁生さ
ん宅前、旧内海支所、魚神山船
越・平碆・柏崎各集会所

内尾串駐輪場、上大道公民館、
広見・中川各コミュニティセン
ター、一本松・満倉・小山本村・
正木各集会所

武者泊消防車庫前、麦ケ浦バス
停裏、福浦駐在所手前、樽見小
学校跡、大成川・小成川・下久家・
久家各集会所

中泊埋立駐車場、西海支所、西
海保健センター、外泊・内泊・
船越・小浦・弓立・越田各集会
所

城の辺学習館、東海公民館、矢
の町第２・松本・蓮乗寺・敦盛
各集会所

僧都ふれあい交流館、緑基幹
集落センター、三島団地、愛
南町役場、山出・太場・豊田・
長野各集会所、中ノ谷・鼻共
同住宅横

中玉バス停跡、旧深浦漁協冷蔵
庫前、久良ふるさとセンター・
深浦公民館、小屋の浦・古月・
鯆越・脇本各集会所

馬場消防詰所横、和口町営住宅
駐車場、和口第二・馬瀬・深泥・
寺新町各集会所、節崎コミュニ
ティセンター

御荘菊川農村研修センター、御
荘文化センター、平山・長洲・
長崎・貝塚・八幡野各集会所

中浦漁村振興センター、御荘中
学校前、赤水コミュニティセン
ター、長月公民館、猿鳴・左右水・
尻貝・高畑各集会所

新聞・雑誌ダンボール等収集区分詳細

一般内科・救急病院連絡先のご案内

御荘 A

御荘 B

御荘 C

内海

一本松

西海 A

備考
１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
２．診療科目は内科系の救急患者とします。

犬・猫の引取り
については、決められた時間
内に、認め印を持って環境衛
生課又は各支所まで連れて来
てください。なお、飼い犬・
飼い猫の場合は有料（愛媛県
収入証紙が必要）ですのでご
注意ください。
※6月の引取日は、7日、14日、
21日です。
問合せ

環境衛生課（TEL72-7316）

福浦診療所
福浦 TEL83-0510

県立南宇和病院
城辺甲 TEL72-1231

西本病院
御荘平城 TEL73-2121

みどりの日 子どもの日

p22広報あいなん 2017.5

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

新聞・雑誌ダンボール等収集

内海（6月の収集は9日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ａ（6月の収集は15日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｂ（6月の収集は23日）

育児相談「みるく広場」
●一本松保健センター
　9：30～11：00

5歳児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H24年2月1日～3月31日生まれ
　（受付時間 12：50～13：20）

育児相談「うみのこ広場」
●西海支所2階親子ふれあい交流室
　10：00～11：30

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●西海町民会館
　9：30～11：00、12：30～14：00
※子宮がん検診は、午後からです。

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●中泊集会所　12：30～14：00

6月6日㈫

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●八幡野集会所　  9：30～10：30
●和口第2集会所　13：30～14：30

6月7日㈬

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●城の辺学習館　
　9：30～11：00、13：30～14：30

6月2日㈮

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●増田コミュティセンター　
　8：00～11：00、13：30～14：30
※胃がんは午前中のみ

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●蓮乗寺集会所　13：30～14：30

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●深浦公民館　8：00～11：00

検診
0000

検診検診

0000

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●中浦漁村振興センター
　8：00～11：00、13：30～14：30
※胃がんは午前中のみ

消費生活相談員相談日
●本庁2階　9：00～16：00

６月の主な行事予定
 1日（木）
 8日（木）
10日（土）
13日（火）
14日（水）
15日（木）
21日（水）
22日（木）
25日（日）
　〃

9：00～16：00
9：00～16：00
13：00～17：30
　8：30～16：30
13：00～15：00
9：00～16：00

　13：00～15：30
9：00～16：00
9：00～15：00
8：50～17：00

消費生活相談員相談日
消費生活相談員相談日
第6回愛南町いやしの郷トライアスロン大会
第68回 南宇和郡中学校総合体育大会（第2部）
行政なんでも相談
消費生活相談員相談日
若者しごと相談会
消費生活相談員相談日
第12回 グリーンカップ9人制女子バレーボール大会
第16回愛南町ラケットテニス大会

本庁2階
本庁2階
西海地域
南レク城辺多目的広場ほか
城の辺学習館ほか
本庁2階
本庁2階
本庁2階
一本松交流促進センター
御荘B&G海洋センター体育館

消費生活相談員相談日
●本庁2階　9：00～16：00

愛南ファミリー釣り大会2017
●福浦地区防波堤
　6：00～14：00

第39回 一本松少年剣道大会
●一本松交流促進センター
   8：30～17：00

消費生活相談員相談日
●本庁2階　9：00～16：00

第15回 西瀬戸グラウンド・
ゴルフ交流大会
●南レク城辺球技場
   8：00～12：00

愛南サッカーフェスティバル
2017 ユースの部（高校生）
●あけぼのグラウンド南レク城辺公園
   9：00～17：00

愛南サッカーフェスティバル
2017 ユースの部（高校生）
●あけぼのグラウンド南レク城辺公園
   9：00～17：00

第15回 西瀬戸グラウンド・
ゴルフ交流大会
●南レク城辺球技場
   9：30～15：00
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救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）西本病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）福浦診療所

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～9：30

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～9：30

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～9：30

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～9：30

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｃ（6月の収集は7日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ａ（6月の収集は21日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ａ（6月の収集は1日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｂ（6月の収集は5日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ｂ（6月の収集は19日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｃ（6月の収集は27日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

一本松（6月の収集は13日）

育児相談「みなみっ子」
●御荘夢創造館  9：30～11：30

当直医

犬
●●

育児相談「すくすく相談」
●城辺保健福祉センター
　 9：30～11：00

育児相談「げんきっ子」
●内海保健センター
　10：00～11：30

病態栄養相談
●城辺保健福祉センター
　13：30～15：30 ※要事前申込み

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●愛南漁協福浦支所
　9：30～11：00、12：30～14：00
※子宮がん検診は、午後からです。

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●広見コミュニティーセンター
　8：00～11：00、13：30～14：30
※胃がんは午前中のみ

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●満倉集会所　13：30～14：30

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●上大道集会所　8：00～10：30
●長月公民館　　8：00～11：00

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●御荘文化センター　
　8：00～11：00

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●中原集会所　 9：30～10：30
●豊田集会所　13：30～14：30

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●東海公民館　8：00～10：30

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●東海公民館中玉分館
　13：30～14：00

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●節崎コミュティセンター　
　9：30～11：00、13：30～14：30

犬
●●

新聞

育児育児
●城

２０１７年
平成２９年５月暮らしカレンダー

行政なんでも相談
●城の辺学習館ほか
　13：00～15：00

第13回伊予・土佐親善相
撲愛南大会
●御荘B&G海洋センター常設土俵
   9：30～15：30

第37回 愛南町クロッケー
親睦交流大会
●南レク御荘多目的広場
　12：30～16：00

第72回国民体育大会「愛
え

顔
がお

つなぐえひめ国体」
デモンストレーションスポーツ(マリンスポーツ)
●御荘湾　9：30～15：00

愛南サッカーフェスティバル
2017 ユースの部（高校生）
●あけぼのグラウンド南レク城辺公園
   9：00～17：00

第23回 フレンドリーカップ
ソフトバレーボール大会
●御荘B&G海洋センター体育館
   8：50～17：00

ぎゅぎゅっと愛南！夏の陣～海と山を喰らう～
●愛南漁協御荘支所（長崎町有地）
　9：30～15：00
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子どもたちの笑顔と
　子育てサポートをご紹介します。

5月の子育てサポートご案内
はまゆう乳幼児保育所 地域子育て支援センター

「どんぐりの会」では
●サークル活動
　　月曜日 12:00～17:00
　　火・木曜日 8:00～13:00
●園庭・保育室開放
　　水・金曜日 8:00～17:00
●育児（電話）相談
　　月～金曜日 8:00～17:00
　　土曜日 8:00～12:00

問合せ

はまゆう乳幼児保育所内 ☎72-4328

18日㈭：『食育講習』

御荘子育て支援センター

「こあら」では
●サークル活動
　　月・水・金曜日 8:30～13:30
●園庭等開放
　　火・木曜日 8:30～13:30
●育児（電話）相談
　　月～金曜日 8:30～17:15

問合せ

御荘保育所内 ☎72-0598

8日㈪・17日㈬・26日㈮は夢創造館で
行います。
12日㈮は育児講座「な～しくんと遊ぼう」を
御荘保育所遊戯室で行います。

「こぶたの広場」では
●育児相談・つどいと交流・各種ワークショップ
　　月～金曜日・第1日曜日 10:00～16:00

問合せ

こぶたのお家　城辺甲2652番地 ☎73-7321
※詳しくは「こぶた通信」に記載

2日㈫：『おはなし会』 10：30～
10日㈬：『ベビーマッサージ交流』
 10：30～11：30
　　　　乳児親子&妊婦（※要予約）
22日㈪：親子防災教室①救命講習
『こぶた農園』開園！バケツ稲に挑戦！
参加親子募集中（限定8組）

御荘文化センター

「あいなん子育て応援グループ」では
●子育て（電話）相談

問合せ

生涯学習課内 ☎73-1111

11日㈭、25日㈭13：00～15：00
その他の曜日は電話でお問い合わせください。

●長崎保育所
満開の笑顔で 1 年間楽しく遊ぼうね♡

●長月保育所
元気 ! 元気 !! 元気 !!! 毎日みんなで楽しいよ♡

子どもたちの笑顔と子育てサポートをご紹介します。
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なーしくん杯で
御荘クラブが準優勝

4/2

　南レク御荘公園多目的広場で「第 3回なー

しくん杯ハイシニアソフトボール大会」が開

催され、町内外から8チームが出場しました。

町内からは、御荘クラブが参加し、準優勝を

果たしました。優勝には、2年連続で鬼城ハ

イシニア（宇和島市）が輝きました。

優勝した久家 Aチーム

マスターズ陸上で世界 6位に !
3/20

　韓国の大邱（テグ）で開催された世界マスター

ズ室内陸上競技大会に出場した兵頭重
しげ

徳
のり

さん（家

串）が砲丸投げM50（50 ～ 54 歳）のクラス

で 6位入賞を果たしました。

　世界マスターズ陸上競技選手権大会は、35歳

以上の陸上競技選手を対象とした大会。1975

年から隔年で開催され、2004 年からは室内選

手権が追加されて隔年で開催されています。

　大会に向けて練習を重ねた兵頭さんは「世界

のファイナリスト（決勝進出者）の一員になれ

たことが何よりうれしい。応援してくれた方々

に感謝をしたい」と感想を述べました。

クロッケーで親睦
3/8

　南レク御荘公園多目的広場で「第 36回愛南町

クロッケー親睦交流大会」が開催され 14チーム、

50名が参加して、クロッケーを通した交流を図

りました。予選リーグ戦を勝ち進んだ 12チーム

が決勝トーナメントを戦い、久家Aチームが優

勝に輝きました。

互いの健闘をたたえ合う決勝進出者たち。
右から2番目が兵頭重

しげ

徳
のり

さん
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愛
は
南
か
ら 

―

リ
エ
ル
さ
ん
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
日
本
語
を
教
え
て
い
ま

す
。

　
「
人
の
お
世
話
す
る
の
が

好
き
な
ん
で
す
」
そ
う
話
す

倉
本
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
も

A
L
T
（
外
国
語
指
導
）
た

ち
と
の
交
流
な
ど
を
通
じ

て
、
日
本
で
暮
ら
す
外
国
人

を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。「
よ

そ
の
国
に
や
っ
て
き
て
、
さ

み
し
い
、
心
細
い
と
い
う

A
L
T
も
い
ま
し
た
。
知
ら
な
い

国
で
生
活
す
る
の
は
本
当
に
大
変
、

お
世
話
と
い
う
よ
り
友
達
と
し
て

家
族
と
し
て
お
つ
き
合
い
し
て
い

ま
す
」。

　

今
回
、
日
本
語
を
教
え
て
く
れ

る
人
を
探
し
て
い
る
と
い
う
話
を

聞
い
て
、
無
償
で
引
き
受
け
た
の

も
「
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
し
て

あ
げ
た
い
」
と
い
う
一
心
か
ら
だ
っ

た
と
い
い
ま
す
。

い
ま
す
ご
く
楽
し
い

　

日
本
語
教
師
を
め
ざ
し
て
勉
強
し

て
い
た
こ
と
も
あ
る
倉
本
さ
ん
。「
生

ま
れ
つ
き
片
耳
が
不
自
由
な
こ
と
も

あ
っ
て
大
勢
の
生
徒
に
教
え
る
の
は

不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
試
験

は
受
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
き
ら
め

て
い
た
と
き
に
、
２
人
に
教
え
て
ほ

し
い
と
い
う
話
を
い
た
だ
い
て
。
勉

強
し
て
い
た
こ
と
が
役
に
立
っ
て
、

い
ま
す
ご
く
楽
し
い
で
す
」。

　

倉
本
さ
ん
が
教
え
る
前
は
、
あ
い

さ
つ
程
度
し
か
で
き
な
か
な
っ
た
と

い
う
シ
プ
ラ
さ
ん
と
ガ
ブ
リ
エ
ル
さ

ん
。
今
は
ひ
ら
が
な
、
か
た
か
な
が

読
め
て
簡
単
な
会
話
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
「
倉
本
さ
ん
が
先
生
で
す
ご
く
う

れ
し
い
」
シ
プ
ラ
さ
ん
か
ら
も
ら
っ

た
メ
ー
ル
は
倉
本
さ
ん
の
大
き
な
は

げ
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
が
ん
ば

る
人
を
応
援
し
た
い
」
と
話
す
倉
本

さ
ん
。
う
み
ら
い
く
愛
南
で
日
本
語

を
通
し
た
交
流
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。

自
分
が
で
き
る
こ
と
を

　
「
そ
う
で
す
。
ガ
ブ
リ
エ
ル
さ
ん
、

go
o
d

で
す
！
」

　

ハ
リ
の
あ
る
声
で
正
解
し
た
回
答

を
褒
め
て
い
る
の
は
、
日
本
語
教
師

の
倉
本
栄え

い

子こ

さ
ん
。
福
浦
に
住
む
倉

本
さ
ん
は
、
2
月
か
ら
う
み
ら
い
く

愛
南
で
毎
日
1
時
間
程
度
、
愛
媛
大

学
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
に
在
籍

す
る
研
究
員
の
シ
プ
ラ
さ
ん
と
ガ
ブ

う
み
ら
い
く
愛
南
で
始
ま
る
交
流

日
本
語
を
教
え
て
外
国
人
を
応
援

写真左からシプラさん（インド）、倉本さん、ガブリエルさん（ナイジェリア）
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　皐
月

※上記情報は、広報誌掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

愛
南
文
芸

篠
南
川
柳
会

「
思
う
」

子
を
思
う
親
の
心
は
い
つ
ま
で
も

ち
ず
る

影
細
り
思
い
で
ば
か
り
肥
大
す
る

保
美

六
十
の
子
を
思
う
親
八
十
才

千
代
子

姑
の
小
言
も
善
意
今
思
う

安
子

「
音
」

足
音
で
わ
か
る
職
場
の
怖
い
人

さ
つ
き

パ
チ
パ
チ
と
た
き
火
の
音
が
人
集
め

も
っ
ち
ゃ
ん

救
急
車
音
で
気
遣
う
地
区
の
人

す
み
子

親
善
ゴ
ル
フ
日
本
を
叩
く
音
が
す
る

芝
田

始
め
か
ら
は
ず
れ
っ
ぱ
な
し
音
痴
節

国
松

菊
川
俳
句
会

校
門
の
春
日
は
母
の
手
を
に
ぎ
り

浅
野
勇
一
郎

初
め
て
の
登
校
見
守
る
じ
じ
と
ば
ば

長
田

高
明

両
親
の
写
真
と
話
す
春
の
宵

長
田
千
恵
美

竹
柵
に
か
ら
ま
る
蔓
や
花
豌
豆

小
野
山
シ
マ
子

小
花
供
香
湯
そ
そ
ぐ
花
御
堂

鶴
川

裕
子

落
書
き
を
部
室
に
残
し
卒
業
す

中
川

一
喜

久
々
に
児や
や

を
さ
ず
か
る
村
の
春

村
尾
加
都
子

犬
の
背
に
舞
い
て
菜
花
の
散
歩
道

安
岡
留
美
子

さ
わ
ら
び
短
歌
会

底
紅
を
淡
く
た
た
え
て
こ
ぶ
し
咲
く
春
風
寒
き
午
後
の
日
溜
り

水
野
美
代
子

父
が
晩
年
孫ま
ご

子ご

の
や
う
に
愛
で
て
ゐ
し
池
の
緋
鯉
も
姿
を
消
し
ぬ

藤
井

擴

熱
き
飯い
い

に
地ぢ
た
ま
ご卵
の
黄
味
も
り
あ
が
る
春
の
朝
あ
し
た

の
小
さ
な
幸
せ

前
田

知
子

絵
手
紙
に
メ
ガ
ネ
を
か
け
し
夫め

お

と婦
雛び
な

惚ぼ

け
な
い
で
ね
と
妻
は
書
き
添
う

前
田

昭
夫

山
桜
室
手
の
山
を
色
ど
り
て
車
で
走
る
楽
し
き
出
合
い

野
﨑

幸
子

暇
つ
ぶ
し
と
軽
く
言
う
な
よ
庭
の
草
引
い
て
も
引
い
て
も
き
り
な
し
五
月

澤
近

正
弘

点
滴
台
を
支
へ
に
ベ
ッ
ド
よ
り
降
り
立
ち
て
娘こ

は
手
術
後
の
一
歩
踏
み
出
す

前
田

充

今
年
か
ら
田
圃
は
他
人
に
頼
ん
だ
と
義
姉
の
介
護
す
る
八
十
四
の
兄

河
上

明
美

新
築
の
家
の
窓
に
明
か
り
二
つ
今
宵
灯
り
て
人
住
み
始
む

松
本
マ
ス
子

昨
日
と
は
う
っ
て
変
わ
っ
た
青
空
に
白
木
蓮
の
た
か
だ
か
と
咲
く

扇
野
八
代
生

青
麦
を
活
け
つ
つ
思
う
今
は
も
う
死
語
か
も
知
れ
ぬ
麦
秋
の
語
句

岩
村
千
代
子

３月受付分（敬称略）

地区名 子の名 保護者

３月受付分（敬称略）

地区名 亡くなった方 享年

はじめまして。赤ちゃん。

ご冥福をお祈りします。
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世帯数 （－22世帯）

●愛南町の高齢化率　40.1％

10,501
22,349人　口 （－156人）

世帯

人

男 （ー80人）10,526
11,823女 （－76人）

人

人

● 10 年前 同月の人口　27,000 人

～それいけカツオくんの巻～

編集後記
　 入れ替わり立ち代わりカツオ船が入っ
て、初ガツオの水揚げに沸く深浦漁港。新
緑の山では、日差しを浴びて輝く愛南ゴー
ルドが収穫の最盛期を迎えていました。
今月号の物産探訪では、愛南町の海と山

を代表する二大産品、カツオと愛南ゴール
ドを取り上げました。
　初夏を彩る特産品やマリンスポーツなど
愛南の魅力をぎゅっと集めてお届けする
「ぎゅぎゅっと愛南 ! 夏の陣～海と山を喰
らう～」が 5 月 28 日に開催されます。ご
家族でぜひお出かけください。

愛南町の世帯数と人口 平成29年 4月 1日現在

※（ ）内は前月比

Minamiuwa
        青春！食育！

high school

南
宇
和
高
校
美
術
部
に
よ
る
愛
南
ぎ
ょ
レ
ン
ジ
ャ
ー
や
な
ー
し
く
ん
の
４
コ
マ
漫
画
を
掲
載
し
ま
す
。

カツオの水揚げの取材にお伺いしまし
た。深浦漁港にカツオ船が入港し、市場に
カツオが並び、競りが始まると一斉に活気
がみなぎります。初夏を感じるできごとの
一つです。
カツオの一本釣りには主にカタクチイワ

シが用いられますが、愛南町沖で活かして
いるそうです。深浦漁港にいかにしてカツ
オ船を呼び込むかというときに、活餌が確
保できるという点は非常に重要だそうです。
　これからは関係者の努力に感謝しながら
カツオをいただきたいと思います。

制作：南宇和高校美術部　末廣 萌
もえ

さん

YW

※（ ）内は前月比

それいけ

愛南ぎょレ
ンジャー

南宇和高校
山口 錬

れん

音
と

　　福田 琴
こと

香
か

河野 礼
れい

奈
な

　　松田 佳
か

音
のん

石黒 椎
しい

菜
な

　　兵頭 　黎
れい

細川 恵
めぐ

美
み

～農業科活動日記～

アカデミー
そもそも「食育」って
どんなことだろう？

食育

①生きる上での基本であって、知育、徳育
及び体育の基礎となるべきもの
②様々な経験を通じて「食」に関する知識
と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践することが
できる人間を育てること
つまり、私たちの心も身体も「食」の上に成り立っているというこ
とです。

【感想】
　本校農業科の生徒は、毎年冬休みから 3月にかけて全員で平山農
場にある果樹園で柑橘類の収穫を行っています。農場で作られてい
るものは甘夏、ポンカン、レモン、河内晩柑があり、今回は愛南町
の特産品である河内晩柑の収穫風景の紹介をしたいと思います。ま
た、今年度より加工部門が新設されるので、特産品の開発に力を入
れていきます。暑さ寒さに負けず、みんなで協力しながら一つ一つ
丁寧に作業を行っているので、見た目も良くおいしい河内晩柑になっ
ています。是非！食べてみてください。（農業科には、果樹の他に野
菜班、草花班があります。）

左から：福田琴香（御荘中出身）、河野礼奈
（城辺中出身）、松田佳音（御荘中出身）、
石黒椎菜（一本松中出身）、兵頭黎（津島中
出身）、細川恵美（城辺中出身）

福田琴香（御荘中出身）
山口錬音（一本松中出身）

■編集・発行

愛南町役場 総務課 〒798-4196愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲2420番地TEL（0895）72-1211 FAX（0895）72-1214
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